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自
治
基
本
条
例
、
附
帯
決
議
を
全
会
一
致
可
決
！

　

パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
、
浜
頓
別
町
で
可
能
に

平成23年４月10日発行

ボーセンさん、ピンネシリで鳥になる！
　　　　　　パラグライダーで山頂から空中散歩



なかとんべつ町議会だより１７１号 ２

第１回
定例会
第１回
定例会

天
北
厚
生
園
移
転
後
の
運
営
、
町
広
報
の
内
容
改
善

　

議
員
年
金
廃
止
に
伴
う
財
源
、
医
師
養
成
費
貸
付
金
問
題

　
　

高
齢
者
の
足
の
確
保
、こ
ど
も
館
の
民
営
化
な
ど
、６
議
員
が
一
般
質
問

自治基本条例を全会一致で可決
　パスポート発給浜頓別町で可能に

　平成23年第１回定例会が、３月10日から17日まで８日間の会期で

開かれました。

　３月10日の行政報告で、野邑町長は、①昨年実施された国勢調査

の結果、人口が1,975人（816世帯）になったこと、②国からの地域

活性化交付金の追加配分750万円により交付額が1,500万円になった

こと、③町の財務関連データ、予算編成から執行管理、決算統計な

どに対応するため、財務会計システムを「（株）エイチ・アイ・デ

ィ」から購入し稼動させたこと、④農業生産活動の向上を図るため、

ＴＭＲセンター（混合飼料生産施設）を平成23年度に建設し、農業

生産法人「（株）ディリーソウル中頓別」によって運営されること、

⑤医師養成費貸付金が、昨年８月分以降償還されておらず、貸付者

から町に対して民事調停の申立てが裁判所に提出されていることを

報告しました。

　サンデー議会となった13日は、開会前に出席者全員が11日に発生

した東北関東大震災の犠牲者に黙祷を捧げました。

　統一地方選挙の年であることから、教育行政執行方針のみが表明

された後、６名の議員が一般質問を行いました。

　一般質問の様子は、役場ロビーと町民センターに配信され、21名

の町民がテレビの前の論戦に耳を傾けました。

　今定例会では、町長から提案された34議案を審議。骨格予算とな

った平成23年度一般会計予算ほか７会計予算案は、全議員で構成す

る「予算審査特別委員会」（西原央騎委員長）に付託。審査意見を

付けて原案可決されました。

　16日は、長年の懸案だった自治基本条例と附帯決議、「地域医療

存続のための医師確保に関する意見書」を全会一致で可決。すべて

の議案の審議を終えたため、会期を一日残して閉会しました。



第１回定例会で
　　　決まりました
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第１回定例会で
　　　決まりました

議
決
結
果
の
一
覧

○ 

同
意
第
１
号　

中
頓
別
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

○ 

同
意
第
２
号　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

　

 

任
同
意

○ 

議
案
第
５
号　

財
産
の
無
償
譲
渡

○ 

議
案
第
６
号　

財
産
の
無
償
譲
渡

○ 

議
案
第
７
号　

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

　
 

変
更

○ 
議
案
第
８
号　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

　

 
等
組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
19
号　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
20
号　

平
成
22
年
度
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会

　

 

計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
21
号　

平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

　

 

会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
22
号　

平
成
22
年
度
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

　

 

補
正
予
算

○ 

議
案
第
23
号　

平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

　

 

会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
24
号　

平
成
22
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　

 

予
算

○ 

議
案
第
25
号　

平
成
22
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

 

補
正
予
算

○ 

議
案
第
26
号　

平
成
22
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

　

 

別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
35
号　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
10
号　

中
頓
別
町
地
域
活
性
化
基
金
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
11
号　

長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で

　

 

き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
12
号　

民
生
調
査
委
員
設
置
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
13
号　

中
頓
別
町
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
補
助

　

 

金
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
14
号　

中
頓
別
町
牧
場
開
発
委
員
会
条
例 

　

 

を
廃
止
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
15
号　

中
頓
別
町
職
員
定
数
条
例
（
一
部

　

 

改
正
）

○ 

議
案
第
16
号　

中
頓
別
町
こ
ど
も
館
の
設
置
及
び

　

 

管
理
等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
17
号　

中
頓
別
町
手
数
料
徴
収
条
例
（
一

　

 

部
改
正
）

○ 

議
案
第
４
号　

浜
頓
別
町
へ
の
旅
券
申
請
及
び
交

　

 

付
に
関
す
る
事
務
の
委
託

○ 

議
案
第
18
号　

中
頓
別
町
特
別
会
計
条
例
（
一
部

　

 

改
正
）

○ 

議
案
第
27
号　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算

○ 

議
案
第
28
号　

平
成
23
年
度
自
動
車
学
校
事
業
特

　

 

別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
29
号　

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

　

 

特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
30
号　

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院

　

 

事
業
会
計
予
算

○ 

議
案
第
31
号　

平
成
23
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計

　

 

予
算

○ 

議
案
第
32
号　

平
成
23
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

　

 

計
予
算

○ 

議
案
第
33
号　

平
成
23
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別

　
 

会
計
予
算

○ 
議
案
第
34
号　

平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事

　

 
業
特
別
会
計
予
算

○ 
議
案
第
９
号　

中
頓
別
町
自
治
基
本
条
例
（
制
定
）

○ 

発
議
第
２
号　

議
案
第
９
号　

中
頓
別
町
自
治
基

　

 

本
条
例
に
対
す
る
附
帯
決
議

○ 

発
議
第
１
号　

地
域
医
療
存
続
の
た
め
の
医
師
確

　

 

保
に
関
す
る
意
見
書　

　議会活動を通じて地方自治の発展に
寄与された藤田議員（右・在職 15 年
以上）、村山議員（左・在職 27 年以上）
の自治功労をたたえて、3月 10日、全
国町村議会議長会の表彰状が石神議長
から伝達されました。

全国町村議会議長会表彰
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、
教
育
長
が
教
育
行
政
執
行
方
針
を
表
明
。
６
議
員
が
、
そ
う
や
自
然

学
校
の
運
営
方
針
や
高
齢
者
の
足
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議員年金廃止財源、国庫負担で！
藤 田 首 健

　

野
邑
町
長

答　

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
厳

し
い
年
金
財
政
の
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
23
年
度
通
常

国
会
に
廃
止
法
案
を
提
出
す
る
と
の
通
知
が
総
務
省
か

ら
あ
り
、
本
町
と
し
て
積
算
方
法
に
基
づ
き
給
付
費
負

担
金
１
千
５
２
９
万
円
、
事
務
費
負
担
金
12
万
円
を
当

初
予
算
に
計
上
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
財
源
補
て
ん
は
、

い
ま
の
と
こ
ろ
毎
年
度
、
地
方
財
政
計
画
に
計
上
し
普

通
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
す
る
と
の
情
報

が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

普
通
交
付
税
の
算
定
で
は
、
基
準
財
政
需
要
額
か
ら
、

基
準
財
政
収
入
額
（
自
主
財
源
）
が
引
か
れ
る
。
本
町

の
場
合
、
基
準
財
政
収
入
額
と
し
て
約
１
５
０
万
の
税

金
が
含
ま
れ
る
（
使
わ
れ
る
）
と
思
う
。

　

制
度
廃
止
に
伴
う
財
源
は
、
国
庫
で
全
額
負
担
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
運
動
、
取
組
み
を
今
後
し
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
。
道
町
村
会
を
通
じ
て
、
で
き
る
だ
け
負

担
金
を
国
庫
負
担
で
措
置
さ
せ
る
よ
う
に
運
動
し
て
い

き
た
い
。

　

議
員
年
金
廃
止
に
伴
う
財
源
手
当
て
に
つ
い
て

問　

公
的
年
金
と
併
用
受
給
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
特
権
的
と
批

判
さ
れ
る
地
方
議
会
議
員
年
金
の
廃
止
法
案
が
今
国
会
に
提
出

さ
れ
る
。
法
案
成
立
の
場
合
、
６
月
１
日
で
議
員
年
金
制
度
は

廃
止
さ
れ
る
が
、
現
職
議
員
の
掛
金
が
な
く
な
る
た
め
に
、
今

後
の
受
給
者
の
給
付
財
源
は
、
一
時
金
の
分
も
含
め
、
全
額
自

治
体
の
負
担
と
な
る
。
本
町
で
も
、
前
年
度
に
比
べ
、
約
５
倍

強
の
負
担
金
予
算
と
な
っ
た
が
、
国
か
ら
の
財
源
手
当
て
は
あ

る
の
か
。

　

地
方
自
治
体
の
議
員
に
関
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に

地
方
交
付
税
で
補
て
ん
す
る
考
え
方
に
は
疑
問
が
残
る
。
交
付

税
は
、
地
方
固
有
の
財
源
で
あ
り
、
国
の
強
引
な
合
併
政
策
で

掛
金
を
払
う
べ
き
市
町
村
議
会
の
議
員
が
減
っ
て
制
度
が
維
持

で
き
な
く
な
っ
た
ツ
ケ
を
国
は
自
ら
負
担
す
る
覚
悟
は
な
い
の

か
と
問
い
た
い
。

　

制
度
廃
止
に
伴
う
財
源
は
国
庫
負
担
に
よ
っ
て
捻
出
す
べ
き

で
あ
る
。
町
長
は
、
今
後
、
国
に
対
し
て
こ
う
し
た
主
張
を
す

る
つ
も
り
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

教育行政執行方針を表明する米屋教育長
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次期町政の重点政策は？
東海林 繁 幸

　

野
邑
町
長

答 　

野
邑
町
政
を
期
待
し
て

問　

４
期
目
の
町
政
を
担
う
決
意
を
伺
う
。

　

①
次
世
代
に
財
政
運
営
に
支
障
が
な
い
財
政
状
況
と
は
論
理

的
に
、
数
字
的
に
ど
の
よ
う
な
状
態
を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
義
務
教
育
の
環
境
整
備
の
重
点
と
高
等
学
校
進
学
者
の
援
助

が
で
き
な
い
か
。
③
高
齢
者
福
祉
の
重
点
は
な
に
か
。
④
地
域

活
性
化
の
手
立
て
と
し
て
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

①
22
年
度
実
質
公
債
費
比
率
は
推
定
で
22
％
前
後
、
１
年
で

も
早
く
18
％
以
下
に
し
た
い
。
施
設
整
備
の
財
源
を
起
債
に
頼

ら
な
い
よ
う
５
億
円
以
上
の
基
金
積
立
を
行
い
た
い
。
②
町
内

外
か
ら
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
と
教
育
に
活
用
し

て
ほ
し
い
と
の
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
」
の
提
供
が
あ
り
、
教

育
委
員
会
が
こ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
活
用
で
き
る
よ
う
な
方
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。
高
等
学
校
進
学
の
援
助
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え

て
み
た
い
、
③
長
年
に
わ
た
り
本
町
の
発
展
に
努
力
を
し
て
い

た
だ
い
た
後
期
高
齢
者
の
方
々
に
は
有
病
者
も
多
く
、
低
い
年

金
額
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
療
費
の
負
担
が
大
き
く

生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
見
舞
金

制
度
を
創
設
し
て
、
医
療
費
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
た
い
。

④
酪
農
を
め
ざ
す
新
規
就
農
者
や
公
衆
浴
場
「
黄
金
湯
」
の
再

生
を
計
画
し
て
い
る
人
も
お
り
、
支
援
し
た
い
。
当
面
、
国
保

病
院
の
二
人
目
の
医
師
確
保
の
実
現
に
努
め
た
い
。
こ
の
町
の

自
然
環
境
を
守
り
、
自
主
自
立
の
基
礎
を
築
く
。
財
政
の
安
定

を
最
重
点
と
す
る
。

問　天北厚生園移転後の運営と町の関係を問う
　天北厚生園の運営主体者は南宗谷福祉会であるが、
かつて町立の施設であったこと、福祉の町を標榜す
る本町は、福祉施設の指導機関として、さらにグル
ープホーム、ケアホームの建設や厚生園移転改築の
経費を負担する立場から、町は今後運営に積極的に
係わりを持つ必要があるがどう考えているのか。利
用者の就労、収入の確保についても伺う。

問

答石川保健福祉課長
　中農高跡地への移転については、町としても協力
している。平成２４年４月の新体系移行に向け法人、
関係機関と十分協議の上、町の係わりも含めて策定
に当たっていきたい。新体系移行に当たり多機能型
事業所の活動の一つとして農園作業を進めることで
方向性が決まっている。町としては、農園作業のほ
かにも取り組めることが可能なものを厚生園と協力
して模索し、障害者の自立支援も考えながら、連携
して進めていきたい。移転後の現施設の解体につい
て、最終的には、町が面倒を見るようになると思う。

答小林まちづくり推進課長
　利用者の就労の場の確保について、国の雇用政策
の一つであるふるさと雇用再生特別対策事業を活用
し、２名体制で３年間かけて利用者の就労や収入確
保について検討を進めている。

天
北
厚
生
園
移
転
改
築
後
も
町
の
支
援
を
！

東
海
林

繁

幸
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財政情報もっと広報で伝えるべき
本 多 夕紀江

医
療
費
の
窓
口
払
い
省
け
な
い
か

本

多

夕
紀
江

　

子
ど
も
医
療
費
の
払
い
戻
し
、
手
続
き
を
簡
単
に

問　

中
３
ま
で
所
得
制
限
な
し
で
医
療
費
全
額
を
助
成
す
る
制

度
は
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

①
小
さ
い
子
の
い
る
人
、
ま
た
働
く
人
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
給
付
の
方
法
を
申
請
方
式
か
ら
窓
口
負
担
一
切
な
し
の

方
式
（
町
内
の
病
院
受
診
に
限
り
こ
の
方
式
を
と
る
自
治
体

も
あ
る
。
）
に
で
き
な
い
か
。

　

②
給
付
申
請
の
方
法
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
面
も

あ
り
、
新
制
度
に
つ
い
て
は
と
く
に
て
い
ね
い
な
周
知
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

石
川
保
健
福
祉
課
長

答　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
は
、
全
国
全
て
の
医
療
機
関
と

調
剤
薬
局
が
対
象
な
の
で
、
個
別
に
委
託
契
約
を
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
社
保
）
や
国
保
連

合
会
に
受
託
し
た
場
合
、
事
務
手
数
料
が
１
件
１
１
４
円
、

病
院
に
２
１
０
円
払
う
こ
と
に
な
る
。

　

22
年
度
の
実
績
見
込
件
数
か
ら
80
万
円
の
手
数
料
と
な
り
、

中
学
生
ま
で
の
助
成
見
込
額
は
２
３
０
万
円
く
ら
い
な
の
で
、

約
３
分
１
が
事
務
手
数
料
に
持
っ
て
い
か
れ
る
。
手
数
料
の

分
を
対
象
の
拡
大
に
充
て
た
い
の
で
、
今
後
と
も
現
在
の
償

還
払
方
式
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
払
い
戻
し
の
申

請
に
は
一
年
間
の
猶
予
が
あ
り
、
そ
の
間
に
数
ヶ
月
分
の
領

収
証
を
ま
と
め
て
申
請
し
て
も
よ
い
旨
を
周
知
し
た
い
。

問　町広報に具体的なお金の使われ方を
　載せるべき

　早期健全化団体となって以来、町財
政に対する町民の関心がいちだんと高
まっている。よく工夫された予算書、
決算書のダイジェスト版が配られてい
るが、個々の事業にどのくらいお金が
使われたかまではわからない。多額の
臨時交付金の使いみちも見えづらい。
借金もあるが、一方で基金（貯金）を
増やしているなど、あまり間をおかず
に情報を伝えてこそ町政に対し、関心、
意見も出るのではないか？
　広報の編集方針について役場として
の方向性をもつべきではないか。

問答遠藤総務課長
　ここ数年の国による経済対策、雇用対策とし
ての臨時的な交付金に対する情報提供はご指摘
の通り十分とはいえない面もあり、今後、広報
等で公表していく。
　工事入札結果の公表は、平成１９年度から旬
報で行った経過があるが、現在は十分な対応で
はなく、改めて公表していきたい。
　旬報の役割は、行事、日程等のお知らせ的な
もので、広報は、現在の情勢、今後の町として
の考えを町民に周知する役割がある。
　編集のあり方に関して庁内で協議し、関連各
課との連携も考え、担当者とも十分話し合って
対応したい。

議会を傍聴しましょう
　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な「しゃべり場」
です。議会では、議会だよりで必要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各
種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、６月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。
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医師養成費貸付金の返還を！
柳 澤 雅 宏

　

医
師
養
成
費
貸
付
金
に
つ
い
て

問　

本
町
で
は
、
医
師
や
看
護
師
を
養
成
す
る
た
め
、
条
例
に
基
づ
き
、

多
額
の
予
算
を
組
ん
で
自
前
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
し
て
き
た
が
、

貸
し
付
け
た
公
金
に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
い
た
い
。
①
貸
付
金
の
総
額

は
、
平
成
２
年
度
か
ら
６
年
間
で
１
９
９
８
万
円
、
現
時
点
で
の
未
償

還
金
は
８
１
８
万
円
。
医
師
側
は
、
貸
付
金
の
総
額
に
つ
い
て
支
払
い

義
務
が
な
い
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
間
違
い
な
い
か
。
②
調
停
が
不

調
に
終
わ
っ
た
と
き
町
長
は
ど
う
対
応
さ
れ
る
の
か
。
③
貸
付
の
契
約

書
に
あ
る
強
制
執
行
を
可
能
に
す
る
公
正
証
書
は
つ
く
ら
れ
て
い
る
の

か
。
④
貸
付
金
の
担
保
と
し
て
連
帯
保
証
人
一
人
に
つ
き
毎
年
24
万
円

（
４
名
分
96
万
円
）
を
10
年
間
積
み
立
て
町
に
預
託
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

医
師
養
成
費
貸
付
金
制
度
は
、
平
成
２
年
度
に
条
例
改
正
を
行
い
、

養
成
費
用
の
中
に
、
養
成
期
間
以
上
を
勤
務
し
た
場
合
、
返
還
が
免
除

さ
れ
る
「
助
成
金
」
と
は
別
に
返
還
義
務
の
あ
る
「
貸
付
金
」
を
設
け

て
い
る
。
こ
れ
は
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
、
養
成
機
関
に
納
入
す
る
授

業
料
等
の
費
用
の
一
部
を
貸
し
付
け
た
も
の
で
あ
り
、
町
と
償
還
に
係

る
確
約
書
の
締
結
を
行
い
、
償
還
表
に
基
づ
き
、
昨
年
７
月
分
ま
で
は

償
還
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
、
現
在
ま
で
滞
っ
て
い
る
。
再
三
、
督

促
等
を
行
っ
て
き
た
が
、
２
月
25
日
に
本
人
の
代
理
人
弁
護
士
か
ら
名

寄
簡
易
裁
判
所
に
貸
付
金
の
償
還
義
務
は
無
い
旨
の
「
民
事
調
停
申
立

書
」
が
だ
さ
れ
、
同
月
28
日
、
町
に
対
し
て
、
調
停
へ
の
呼
出
状
が
届

い
た
。
今
後
は
、
道
町
村
会
法
務
支
援
室
や
顧
問
弁
護
士
と
も
相
談
の

上
、
解
決
を
図
り
た
い
。
①
ご
指
摘
の
と
お
り
。
③
つ
く
ら
れ
て
い
な

い
。
④
本
人
と
の
償
還
確
約
が
と
れ
た
の
で
、
平
成
13
年
に
連
帯
保
証

人
一
人
に
つ
き
２
４
０
万
円
に
利
息
を
つ
け
て
返
還
し
て
い
る
。

　

青
木
国
保
病
院
事
務
長

答　

②
貸
し
た
お
金
を
返
還
し
て
も
ら
う
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。
最
悪

の
場
合
は
裁
判
も
考
え
ら
れ
る
。
連
帯
保
証
人
の
う
ち
２
人
は
、
保
証

す
る
意
思
を
持
っ
て
い
る
。

　

野
邑
町
長

答

自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
総
合
計
画
に

柳

澤

雅

宏

　

第
７
期
総
合
計
画
の
策
定
に
む
け
て

問　

新
年
度
に
新
た
な
総
合
計
画
（
第
７
期
）
が
策
定
さ
れ
る
が
、
第

６
期
総
合
計
画
の
行
政
評
価
が
行
わ
れ
、
そ
の
総
括
に
基
づ
い
て
策

定
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
う
。

①
行
政
評
価
は
昨
年
中
に
終
え
、
議
会
に
報
告
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た

が
、
い
ま
だ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
行
政
評
価
の
結
果
は
い
つ
で
き

る
の
か
。
②
自
治
基
本
条
例
で
は
、
総
合
計
画
に
つ
い
て
、
争
点
と

な
る
施
策
課
題
等
が
あ
ら
か
じ
め
情
報
提
供
さ
れ
、
住
民
参
加
で
策

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

議
決
権
の
あ
る
議
会
が
議
決
し
づ
ら
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
が
、
総
合

開
発
委
員
会
に
計
画
案
ま
で
つ
く
ら
せ
る
の
か
。

　

第
６
期
総
合
計
画
の
総
括
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
総
合
開
発
委
員

会
で
審
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、
行
政
評
価
の
結
果

等
も
取
り
入
れ
て
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

　

①
当
初
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
進
ま
な
か
っ
た
の
は
お
詫
び
し
た

い
。
事
務
事
業
評
価
は
総
合
開
発
委
員
会
に
は
提
出
し
た
が
、
議
会

に
は
出
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
基
に
６
期
計
画
の
評
価
を
行
い

た
い
。
第
７
期
計
画
は
行
政
評
価
と
一
体
と
な
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
つ

く
り
た
い
。
②
全
町
民
を
対
象
に
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
町
民
参

加
を
図
り
た
い
。
総
合
開
発
委
員
会
で
は
、
事
務
局
案
の
押
し
付
け

で
は
な
く
、
委
員
の
議
論
の
中
か
ら
、
素
案
ま
で
つ
く
り
答
申
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答

ホームページで議事録などを公開しています
　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、定例会
の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進みご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。
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取水量アップで温泉の取り分けは可能

　

高
齢
者
の
通
院
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
で

問　

近
年
、
高
齢
化
が
著
し
い
本
町
で
は
、
自
動
車
の

な
い
世
帯
や
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
が
増
え

て
い
る
。
人
口
が
偏
在
し
、
住
宅
も
点
在
し
て
お
り
、

路
線
バ
ス
の
運
行
は
財
政
上
無
理
が
あ
る
。
現
在
、

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
交
通
費
助
成
事
業
に
よ
り
、
70
歳
以

上
の
方
に
は
、
条
件
付
で
年
間
24
枚
か
ら
48
枚
の
５

０
０
円
乗
車
券
が
配
布
さ
れ
る
が
、
枚
数
不
足
を
訴

え
る
声
が
多
い
。
今
後
の
高
齢
者
の
増
加
を
見
込
め

ば
、
バ
ス
よ
り
便
利
で
タ
ク
シ
ー
よ
り
も
安
い
交
通

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
時
期
に
き
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
目
的
外
使
用
や
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ク
シ
ー
程
度
の
車
両
で
、
電
話
一
本
で
戸
口

に
く
る
デ
マ
ン
ド
（
要
求
）
バ
ス
を
実
現
で
き
な
い

か
。
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
高
齢
者
の
需
要
を
把

握
し
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
走
ら
せ
る
か
、
当
分
の
間
、

タ
ク
シ
ー
券
を
増
や
す
よ
う
な
方
法
を
と
る
の
か
、

長
期
・
短
期
両
方
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

柴
田
教
育
次
長
・
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
目
的
外
使
用
す
る
場
合
、
陸
運
支

局
と
の
打
合
せ
や
許
可
が
必
要
と
な
る
。
児
童
、
生
徒

の
登
下
校
等
や
学
校
教
育
活
動
の
利
用
に
支
障
が
な
い

こ
と
が
絶
対
条
件
と
な
り
、
仮
に
住
民
の
利
用
に
供
す

る
場
合
、
本
来
目
的
が
制
約
さ
れ
る
の
で
、
可
能
か
ど

う
か
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
程
度

の
車
両
に
よ
る
通
院
の
足
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
保

病
院
の
送
迎
実
態
、
タ
ク
シ
ー
運
行
の
実
態
等
を
総
体

的
に
勘
案
し
、
ニ
ー
ズ
も
調
査
の
上
検
討
し
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
枚
数
の
増
は
難
し
い
面
が
あ
る
。

バ
ス
の
便
が
不
便
に
な
り
、
高
齢
者
が
家
族
の
手
を
借

り
ず
に
通
院
す
る
た
め
に
ど
う
い
う
仕
組
み
が
必
要
な

の
か
町
民
の
要
望
を
把
握
し
た
い
。
関
係
各
課
が
連
携

し
、
ど
う
い
う
対
策
が
一
番
効
果
が
あ
る
か
、
本
年
度

中
に
調
査
検
討
さ
せ
た
い
。

星 川 三喜男

　

温
泉
の
宅
配
に
つ
い
て

問　

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
は
、
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
て
い
る
が
、
源
泉
部
の
漏
水
対
策
工
事
に
よ
り
、

取
水
量
は
増
加
・
安
定
し
経
営
に
プ
ラ
ス
に
な
る

と
期
待
し
て
い
る
。
高
齢
者
世
帯
を
中
心
に
温
泉

を
利
用
し
た
く
て
も
利
用
で
き
な
い
住
民
が
増
え
、

日
帰
り
入
浴
客
の
減
少
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
。

貴
重
な
天
然
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
来
ら
れ
な

い
住
民
に
福
祉
を
届
け
る
と
い
う
意
味
か
ら
も
、

料
金
を
徴
し
て
温
泉
の
宅
配
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　

か
つ
て
は
、
源
泉
部
ま
で
温
泉
を
汲
み
に
い
っ

た
方
も
大
勢
い
た
と
記
憶
し
て
お
り
、
温
泉
横
の

貯
水
タ
ン
ク
か
ら
取
り
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

源
泉
水
は
、
施
設
開
設
前
に
希
望
者
が
自
宅
等

で
利
用
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
使
用
す

る
場
合
は
風
呂
釜
や
浴
槽
を
傷
め
る
と
い
う
問
題

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
源
泉
水
は
、
現
在
、
沢
水
が

減
少
し
、
導
水
施
設
の
一
部
に
漏
水
箇
所
が
あ
る

と
予
想
さ
れ
、
渇
水
期
や
冬
期
間
は
必
要
な
水
量

を
や
っ
と
確
保
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
対

策
と
し
て
、
新
年
度
漏
水
工
事
で
改
善
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
お
り
、
取
水
量
が
増
え
る

の
は
確
実
で
余
裕
が
で
る
か
も
し
れ
な
い
。
宅
配

が
可
能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

を
調
べ
た
上
で
、
検
討
し
た
い
。
設
備
的
に
は
温

泉
横
の
貯
水
槽
か
ら
取
り
分
け
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。

高
齢
者
の
足
確
保
し
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
！

星

川

三
喜
男
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こども館職員給料は平均の二倍以上！
西 原 央 騎

　

こ
ど
も
館
公
設
民
営
化
な
ど
運
営
の
方
向
性
に
つ
い
て

問

そうや自然学校、交流拡大に向けた人材配置を

　

中
長
期
行
財
政
運
営
計
画
で
は
、
こ
ど
も
館
は
平
成
24
年
４
月
１
日
を
目

標
に
方
向
性
を
検
討
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
館
の
運
営
コ
ス
ト
の
８
割

が
人
件
費
で
、
現
在
、
６
千
万
円
を
超
え
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
の
統
計
調

査
で
は
、
平
成
20
年
度
の
保
育
士
の
平
均
賃
金
は
約
３
２
２
万
円
。
本
町
の

場
合
は
、
単
純
計
算
で
６
０
０
万
あ
る
い
は
７
０
０
万
の
給
料
で
あ
る
。
本

町
の
出
生
数
は
10
人
を
割
る
状
況
に
あ
り
、
保
育
に
対
す
る
交
付
税
措
置
は

減
る
一
方
で
今
後
は
出
費
を
抑
え
る
し
か
な
い
。
人
件
費
を
抑
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
ス
タ
ッ
フ
数
を
増
や
し
、
若
い
人
や
女
性
の
雇
用
に
道
が
開
け
、
さ

ら
に
充
実
し
た
運
営
サ
ー
ビ
ス
も
可
能
に
な
る
。
多
く
の
住
民
は
、
運
営
コ

ス
ト
を
下
げ
る
た
め
に
天
北
厚
生
園
の
よ
う
に
民
営
化
や
公
設
民
営
化
等
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
ど
も
館
を
町
長
部
局
か
ら
教
育
委
員

会
へ
所
管
替
え
す
る
前
に
運
営
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
町

長
と
教
育
長
に
、
①
こ
ど
も
館
運
営
の
方
向
性
、
②
運
営
コ
ス
ト
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

　

①
所
管
替
え
に
よ
り
同
じ
組
織
と
し
て
統
一
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
委

員
会
が
核
と
な
り
、
こ
ど
も
園
か
ら
小
学
校
へ
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
と

い
っ
た
一
貫
し
た
教
育
の
流
れ
が
構
築
し
や
す
く
な
る
。
い
ま
運
営
指
針
に

つ
い
て
の
立
ち
上
げ
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

米
屋
教
育
長

答　

②
こ
ど
も
館
の
運
営
コ
ス
ト
は
、
平
成
20
年
度
で
、
３
，
２
９
０
万
円
の

財
源
不
足
で
あ
る
が
、
23
年
度
見
込
み
で
は
１
，
１
１
０
万
円
の
不
足
に
と

ど
ま
る
予
定
で
あ
り
、
も
う
数
年
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
と
こ
ろ
ま

で
い
く
と
考
え
て
い
る
。
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
公
務
員
の
給
料
体
系
を
適

用
す
る
の
で
６
０
０
万
円
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
分
、
こ
ど
も
に
厚
い

保
育
、
教
育
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
合
理
化

を
図
り
な
が
ら
、
合
同
保
育
、
職
員
の
配
置
転
換
、
退
職
職
員
の
不
補
充
な

ど
を
し
な
が
ら
、
こ
ど
も
館
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
民
営
化
、
公
設
民
営

化
、
直
営
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

野
邑
町
長

答

西 原 央 騎

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

来
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
職
員
３
名
体
制
を
維
持
し
、
子

ど
も
体
験
活
動
を
中
心
に
継
続
的
な
事
業
展
開
を
行
う
。
交
流
拡

大
に
向
け
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
な
ど
の
分
野
を
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
の
努
力
を
重
ね
た
い
。
現
場
に
配
置
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、

４
月
ま
で
に
検
討
す
る
。

　

米
屋
教
育
長

答　

こ
ど
も
体
験
活
動
は
教
育
委
員
会
が
中
心
に
行
い
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
に
か
か
わ
る
の
は
難
し
い
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
と

一
緒
に
推
進
し
て
い
く
。

　

野
邑
町
長

答　

自
然
学
校
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
職
員
を
１
名
配
置
し

た
い
。
ま
た
、
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
募
集
し
て
お
り
、
３

名
体
制
が
実
現
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
う
や
自
然
学
校
に
責
任
者
を
配
置
す
べ
き
！

問　

そ
う
や
自
然
学
校
は
都
市
と
の
交
流
を
目
標
と
し
て
き
た
が
、

23
年
度
計
画
で
は
、
子
供
の
教
育
が
中
心
に
位
置
づ
け
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
３
年
間
か
か
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
３
月
で
退
職
と
な

り
、
継
続
的
な
事
業
が
行
え
る
の
か
、
運
営
方
針
の
ぐ
ら
つ
き
や

活
動
の
低
下
が
感
じ
ら
れ
る
。
地
域
（
敏
音
知
地
区
）
住
民
、
自

然
学
校
の
応
援
者
た
ち
も
、
今
後
ど
の
よ
う
な
応
援
を
し
た
ら
い

い
の
か
困
惑
し
て
い
る
。
一
度
も
行
事
に
顔
を
出
さ
な
い
教
育
長

が
学
校
長
で
あ
っ
て
は
何
の
方
針
も
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
そ
う
や

自
然
学
校
が
継
続
的
な
運
営
を
行
う
た
め
に
、
責
任
者
を
配
置
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
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公
平
委
員
会
は
、
地
方
公
務
員
法
に
基

づ
き
定
め
ら
れ
た
行
政
委
員
会
で
３
名
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
公
務
員
は
、
労
働
基
本
権
が
制
限

さ
れ
て
い
る
た
め
、
公
平
委
員
会
は
そ
の

代
償
と
し
て
、
中
立
的
な
立
場
で
、
地
方

公
共
団
体
の
職
員
の
利
益
の
保
護
と
公
正

な
人
事
権
の
行
使
を
保
障
す
る
目
的
で
設

け
ら
れ
て
お
り
、
準
司
法
的
な
権
限
を
も

っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
切
れ
を
迎
え
る
１
名
の
委
員
、
大

山
敏
昭
さ
ん
（
中
頓
別
・
53
歳
）
の
選
任

（
再
任
）
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
月
10
日
可
決
）

年
４
月
に
社
会
福
祉
法
人
南
宗
谷
福
祉
会

に
移
譲
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
兵
安
地
区
に

あ
る
現
有
施
設
を
同
法
人
に
無
償
譲
渡
す

る
も
の
で
す
。　
　

（
３
月
10
日
可
決
）

○ 

同
意
第
１
号　

中
頓
別
町
公
平
委

　

 

員
会
委
員
の
選
任
同
意

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
市
町

村
に
置
か
れ
る
行
政
委
員
会
で
す
。
そ
の

職
務
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

市
町
村
長
と
は
独
立
し
た
中
立
的
・
専
門

的
な
立
場
か
ら
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
不
服
の
審
査
及

び
決
定
そ
の
他
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

　

任
期
切
れ
を
迎
え
る
１
名
の
委
員
、
小

野
洋
一
さ
ん
（
中
頓
別
・
51
歳
）
の
選
任

（
再
任
）
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
月
10
日
可
決
）

○ 

同
意
第
２
号　

固
定
資
産
評
価
審

　
 

査
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　

天
北
厚
生
園
の
施
設
運
営
は
、
平
成
19

○ 

議
案
第
５
号　

財
産
の
無
償
譲
渡

議案審査のあらまし
　第１回定例会では、各会計新年度予算、

浜頓別町への旅券（パスポート）申請及

び交付に関する事務の委託、自治基本条

例など 34件の議案が審議されました。

　このうち、各会計新年度予算、自治基

本条例を除く議案は、本会議で審議され、

すべて原案どおり可決されました。
町からの無償譲渡が決まった現・天北厚生園

○ 

議
案
第
６
号　

財
産
の
無
償
譲
渡

　

天
北
厚
生
園
の
移
転
先
と
し
て
道
か
ら

町
に
無
償
譲
渡
を
受
け
た
旧
中
頓
別
農
業

高
校
の
寄
宿
舎
２
棟
（
男
子
・
女
子
寮
）

を
社
会
福
祉
法
人
南
宗
谷
福
祉
会
に
無
償

譲
渡
す
る
も
の
で
す
。
（
３
月
10
日
可
決
）

○ 

議
案
第
８
号　

北
海
道
町
村
議
会
議

 　

員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
７
号　

北
海
道
市
町
村
総

　

 

合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

　

広
域
紋
別
病
院
企
業
団
が
両
組
合
に
加

入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
規
約
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。
（
３
月
10
日
可
決
）

　

移
転
後
の
現
有
施
設
は
法
人
の
負
担
に

よ
っ
て
処
分
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
議
員
）

Ｑ
　

一
般
棟
、
管
理
棟
は
耐
震
性
が
な
く
、

移
転
補
助
事
業
で
解
体
さ
れ
る
。
補
助
事

業
の
主
体
は
法
人
で
あ
る
。
体
育
館
は
耐

用
年
数
を
過
ぎ
て
い
る
が
、
利
用
希
望
者

が
あ
れ
ば
使
用
さ
せ
た
い
。
重
度
棟
は
ま

だ
耐
用
年
数
が
あ
り
、
現
存
の
ま
ま
残
る
。

　
　
　
　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
長
）

Ａ

　

町
が
無
償
譲
渡
し
た
施
設
を
法
人
が
売

却
す
る
の
は
条
例
上
問
題
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
原
議
員
）

Ｑ
　

町
と
法
人
が
相
談
し
て
売
却
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
う
。
地
域
で
利
用
し
た
い
人

が
い
れ
ば
売
却
し
た
い
。
（
野
邑
町
長
）

Ａ
　

自
治
法
に
定
め
る
「
適
正
な
対
価
」
は

い
く
ら
か
。　
　
　
　
　

（
柳
澤
議
員
）

Ｑ
　

評
価
額
は
、
時
価
（
残
存
価
格
）
で
、

寄
宿
舎
（
男
子
寮
）
１
億
２
千
６
百
万
円
。

女
子
寮
は
９
千
９
６
０
万
円
。
現
有
施
設

の
重
度
棟
は
、
１
億
３
４
０
万
円
。
管
理

棟
・
一
般
棟
・
体
育
館
あ
わ
せ
て
、
１
千

９
２
０
万
円
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
長
）

Ａ

　

移
転
後
も
重
度
棟
は
使
わ
れ
る
の
か
。

将
来
法
人
負
担
で
取
り
壊
す
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
議
員
）

Ｑ
　

建
設
し
て
ま
だ
20
年
な
の
で
、
補
助
金

返
還
の
可
能
性
も
で
て
く
る
。
施
設
と
し

て
の
使
用
は
で
き
な
い
の
で
、
当
分
の
間

人
の
出
入
り
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
現

状
の
ま
ま
置
く
こ
と
に
な
る
。
危
険
家
屋

と
な
っ
た
場
合
は
、
町
が
設
置
し
た
施
設

な
の
で
、
法
人
と
協
議
し
、
町
が
主
体
的

に
取
り
壊
す
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ
　

重
度
棟
と
体
育
館
は
無
償
譲
渡
さ
れ
た

後
、
利
益
目
的
の
活
用
は
可
能
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
原
議
員
）

Ｑ
　

体
育
館
は
一
切
縛
り
が
な
い
の
で
、
活

用
し
た
い
方
に
売
却
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
思
う
。
重
度
棟
は
補
助
金
の
趣
旨
を

Ａ

大
き
く
外
れ
る
よ
う
な
使
用
は
難
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）
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天北厚生園施設の無償譲渡を議決
　　　　　　　実態にあわせ職員定数を削減

統
合
廃
止
に
伴
い
不
要
と
な
っ
た
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

（
３
月
14
日
可
決
・
公
布
日
か
ら
施
行
）

　

地
方
自
治
法
に
定
め
ら
れ
た
専
門
委
員

と
し
て
本
町
で
は
三
つ
の
委
員
が
置
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
不
要
な
委
員
を
見
直
し
、

民
生
調
査
委
員
の
み
を
対
象
と
し
た
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

（
３
月
14
日
可
決
・
公
布
日
か
ら
施
行
）

○ 

議
案
第
13
号　

中
頓
別
町
地
域
づ

　

 

く
り
活
動
支
援
補
助
金
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
14
号　

中
頓
別
町
牧
場
開
発

　
 

委
員
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
（
制
定
）

　

こ
れ
ま
で
要
綱
で
実
施
さ
れ
て
き
た
補

助
事
業
「
一
流
の
中
頓
別
づ
く
り
推
進
事

業
」
に
つ
い
て
、
議
会
で
議
決
さ
れ
た
条

例
に
基
づ
い
て
運
用
す
る
た
め
新
た
に
制

定
し
た
も
の
で
す
。

（
３
月
14
日
可
決
・
４
月
１
日
施
行
・
５

年
間
の
時
限
条
例
）

　

か
つ
て
各
地
区
に
あ
っ
た
共
同
牧
場
の

○ 

議
案
第
10
号　

中
頓
別
町
地
域
活

　

 

性
化
基
金
条
例
（
制
定
）

　

過
疎
対
策
事
業
債
の
対
象
に
一
部
の
ソ

フ
ト
事
業
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
般
財
源
と
し
て
予
定
し
て
い
た
充
当
分

を
基
金
と
し
て
積
む
た
め
の
条
例
制
定
で

す
。
（
３
月
14
日
可
決
・
公
布
日
か
ら
施
行
）

○ 
議
案
第
11
号　

長
期
継
続
契
約
を

　

 
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を

　

 

定
め
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
12
号　

民
生
調
査
委
員
設

　

 

置
条
例
（
制
定
）

　

単
年
度
ご
と
の
契
約
行
為
を
原
則
と
す

る
自
治
体
会
計
の
例
外
と
し
て
、
機
器
の

リ
ー
ス
契
約
や
施
設
管
理
契
約
な
ど
、
５

年
以
内
の
期
間
で
複
数
年
の
契
約
を
可
能

に
す
る
条
例
の
制
定
で
す
。

（
３
月
14
日
可
決
・
公
布
日
か
ら
施
行
）

○ 

議
案
第
15
号　

中
頓
別
町
職
員
定

　

 

数
条
例
（
一
部
改
正
）

　

こ
ど
も
館
の
事
務
が
教
育
委
員
会
に
統

合
さ
れ
た
こ
と
、
勧
奨
退
職
に
よ
り
早
期

退
職
者
が
増
え
た
こ
と
に
伴
い
、
職
員
定

数
と
実
職
員
数
に
大
き
な
差
が
生
じ
た
た

め
、
町
長
部
局
の
職
員
定
数
を
85
人
か
ら

70
人
、
教
育
委
員
会
の
所
管
職
員
を
８
人

か
ら
15
人
に
す
る
条
例
改
正
で
す
。

（
３
月
14
日
賛
成
多
数
で
可
決
・
４
月
１

日
施
行
）

　

現
在
の
職
員
数
は
何
名
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
議
員
）

Ｑ

　

仕
事
量
と
定
数
は
一
致
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
東
海
林
議
員
）

Ｑ
　

職
員
は
努
力
し
て
い
る
が
、
民
間
企
業

の
倍
近
い
待
遇
の
差
が
あ
り
、
最
大
限
期

待
に
応
え
て
も
ら
い
た
い
。
職
員
数
が
減

っ
た
の
で
退
職
者
の
補
充
を
し
て
い
き
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ
　

提
案
理
由
に
あ
る
「
よ
り
一
層
の
幼
児

教
育
の
推
進
」
と
は
何
を
指
す
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
原
議
員
）

Ｑ
　

小
学
校
と
認
定
子
ど
も
園
と
の
連
携
を

意
味
し
て
い
る
。　

（
柴
田
教
育
次
長
）

Ａ
　

新
年
度
か
ら
の
幼
児
教
育
の
指
針
・
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
原
議
員
）

Ｑ
　

指
針
は
ま
だ
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。
認

定
こ
ど
も
園
と
早
急
に
協
議
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
柴
田
教
育
次
長
）

Ａ

　

２
月
１
日
現
在
で
町
長
部
局
43
名
、
病

院
職
員
25
名
、
合
わ
せ
て
68
名
で
あ
る
。

Ａ

　医師不足の現状は、抜本的解決が
なされないまま深刻な社会問題とな
っており、閉鎖に追い込まれる診療
科や病院のみならず、地域医療が崩
壊する危機的状況も生じている。
　平成16年に始まった「新医師臨床
研修制度」により、医師の地域偏在
が進み、地方で勤務する医師の不足
が深刻な状況になっており、医師不
足からくる過酷な勤務状況であると
ともに出張医勤務に多額な費用を要
して病院経営が非常に困難な状況に
あることから、早急な解消対策が求
められている。
　住民の安全と安心を確保するため、
救急医療をはじめとする地域医療体
制の整備に当り、何よりもまず安定
した医師の確保が必要である。
　地方の医師不足と医師の偏在を解
消し、安心できる地域医療体制が存
続できるよう次の施策を国において
緊急に講ぜられることを求める。
【要望事項】
　医師不足の解消や地域ごと・診療
科ごとの医師偏在の是正を図るため
に、医師臨床研修において医師の技
術修得はもとより「医は仁術」とい
う医療の基本を修得することを期し、
医師不足地域での数年間の勤務義務
など医師派遣体制を構築する法的措
置を講じること。
■発議者　藤田首健
■賛成者　村山義明
■提出先　衆議院議長・参議院議長･
　内閣総理大臣・厚生労働大臣・総
　務大臣
■平成23年3月16日可決

地域医療存続のための医師
確保に関する意見書

全会一致で可決！

　
　
　
　
　
　
　
　

（
遠
藤
総
務
課
長
）

訂　正

　議会だより第170号（2項）中、
「ＴＰＰ交渉への参加反対と農業・
農村の振興を求める意見書」、「国
土交通省北海道局の存続を求める意
見書」の賛成者に誤りがありました。
　正しくは、前者が本多議員、後者
が東海林議員です。お詫びして訂正
いたします。
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パスポート発給は浜頓別町で可能に
　　　　　　　　　　自治基本条例に附帯決議

義
務
教
育
の
一
貫
性
は
質
が
違
う
。
幼
保

一
元
化
が
こ
の
問
題
の
原
点
で
あ
り
、
不

備
な
点
、
指
針
の
早
期
整
備
を
前
提
に
賛

成
す
る
。　
　
　
　
　

（
東
海
林
議
員
）

　

所
管
替
え
に
は
反
対
し
な
い
が
、
幼
児

教
育
一
元
化
に
つ
い
て
無
計
画
で
あ
り
、

急
ぐ
必
要
は
な
い
。　
　

（
西
原
議
員
）

○ 

議
案
第
17
号　

中
頓
別
町
手
数
料

　

 

徴
収
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
４
号　

浜
頓
別
町
へ
の
旅
券

　

 

申
請
及
び
交
付
に
関
す
る
事
務
の
委
託

　

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
発
行
に
必
要
な

と
き
の
み
、
住
民
票
交
付
手
数
料
を
無
料

に
す
る
条
例
改
正
で
す
。

　

（
３
月
14
日
可
決
・
４
月
１
日
施
行
）

　

道
か
ら
移
譲
さ
れ
る
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー

ト
）
交
付
事
務
を
浜
頓
別
町
に
委
託
す
る

た
め
の
規
約
を
議
決
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
月
14
日
可
決
）

○ 

議
案
第
18
号　

中
頓
別
町
特
別
会
計

　
 

条
例
（
一
部
改
正
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
導
入
か
ら
３
年

間
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
老
人
保

健
事
業
特
別
会
計
を
廃
止
す
る
た
め
の
条

例
改
正
で
す
。

　

（
３
月
14
日
可
決
・
４
月
１
日
施
行
）

○ 

議
案
第
９
号　

中
頓
別
町
自
治
基

　

 

本
条
例
（
制
定
）

　

町
政
運
営
の
基
本
理
念
及
び
基
本
原
則

を
定
め
る
と
と
も
に
、
町
民
、
議
会
及
び

執
行
機
関
が
互
い
に
連
携
し
、
町
民
が
主

役
と
な
る
新
し
い
公
共
社
会
の
実
現
・
自

治
の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
く
た
め
の
仕
組

み
を
定
め
た
条
例
で
す
。
（
３
月
16
日
可

決
・
公
布
日
か
ら
施
行
）

○ 

発
議
第
２
号　

議
案
第
９
号　

中
頓
別

 　

町
自
治
基
本
条
例
に
対
す
る
附
帯
決
議

　

主
権
者
で
あ
る
住
民
に
対
し
、
自
治
基

本
条
例
に
つ
い
て
丁
寧
か
つ
十
分
な
説
明

が
行
わ
れ
、
住
民
投
票
条
例
な
ど
、
関
連

条
例
の
早
急
な
整
備
に
よ
っ
て
、
ま
ち
づ

く
り
の
実
効
性
が
上
が
る
こ
と
を
求
め
る

決
議
で
す
。
（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任

委
員
会
委
員
長
提
案
・
全
会
一
致
可
決
）

千
８
２
０
万
円
を
予
算
化
。
公
共
施
設
整

備
等
基
金
に
２
億
円
が
追
加
さ
れ
合
計
２

億
５
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
月
10
日
可
決
）

○ 

議
案
第
19
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
４
億
８

千
１
０
８
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

は
36
億
６
千
１
３
９
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
町
税
の
合
計
が
１
億
６
千
３

９
３
万
円
に
。
地
方
交
付
税
は
普
通
交
付

税
が
約
３
億
２
千
５
６
１
万
円
追
加
補
正

さ
れ
、
合
計
23
億
３
千
９
４
７
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
歳
出
は
、
年
度
末
を
迎
え
、

決
算
見
込
み
に
基
づ
く
不
用
額
の
精
査
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

国
の
「
き
め
細
か
な
交
付
金
・
住
民
生

活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
事
業
」
で
実
施

さ
れ
る
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
施
設
整
備
改
修

事
業
や
町
道
補
修
事
業
な
ど
は
、
翌
年
度

に
予
算
を
繰
り
越
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

は
、
２
千
１
７
７
万
円
追
加
さ
れ
、
合
計

１
億
７
千
３
７
２
万
円
に
。
基
金
費
は
、

新
設
さ
れ
た
地
域
活
性
化
基
金
と
し
て
６

　

一
流
の
中
頓
別
づ
く
り
事
業
補
助
金
が

大
幅
に
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
２
分
の
１

補
助
で
は
使
い
勝
手
が
悪
い
の
で
応
募
が

な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
議
員
）

Ｑ
　

今
年
度
の
補
助
金
の
活
用
は
な
か
っ
た
。

継
続
的
に
事
業
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

主
体
側
の
自
己
財
源
が
必
要
。
基
本
的
に

は
現
状
の
２
分
の
１
の
自
己
負
担
で
進
め

た
い
。
（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ
　

消
防
費
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
内
容
が

一
部
事
務
組
合
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

町
の
事
務
で
は
な
い
の
で
、
消
防
組
合
職

員
か
ら
説
明
を
受
け
ら
れ
な
い
。
長
側
で

説
明
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
議
員
）

Ｑ
　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。　

（
本
多
議
員
）

Ｑ
　

特
別
地
方
公
共
団
体
（
消
防
組
合
）
の

職
員
が
内
容
を
説
明
す
る
こ
と
は
不
合
理

で
あ
り
、
今
後
、
総
務
課
長
に
説
明
さ
せ

る
。
組
合
議
会
で
の
審
議
と
二
重
構
造
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
町
議
会
で
の
細

か
な
質
疑
に
も
応
じ
た
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ
　

補
助
金
の
活
用
が
な
い
年
度
が
続
け
ば
、

補
助
率
の
か
さ
上
げ
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ

○ 

議
案
第
16
号　

中
頓
別
町
こ
ど
も

　

 

館
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る

　

 

条
例
（
一
部
改
正
）

　

こ
ど
も
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す

る
町
長
の
権
限
を
教
育
委
員
会
に
委
任
す

る
条
例
改
正
で
す
。
（
３
月
14
日
賛
成
多

数
で
可
決
・
４
月
１
日
施
行
）

　

町
長
権
限
を
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
教
育
委
員
会
の

誰
が
事
務
の
決
定
者
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
議
員
）

Ｑ
　

条
例
に
定
め
る
す
べ
て
の
権
限
が
委
任

さ
れ
る
。
教
育
委
員
会
は
合
議
体
で
あ
る

が
、
人
事
権
な
ど
を
除
き
教
育
長
に
委
任

で
き
る
事
務
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
柴
田
教
育
次
長
）

Ａ 【
反
対
討
論
】

　

長
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
理
解

で
き
る
。
指
針
を
つ
く
り
議
会
に
提
出
す

る
こ
と
を
前
提
に
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
議
員
）

【
賛
成
討
論
】

　

教
育
委
員
会
は
創
造
的
な
仕
事
が
で
き

て
い
な
い
。
こ
ど
も
館
は
、
町
長
部
局
で

い
き
い
き
と
仕
事
が
で
き
て
い
る
。
計
画

も
不
透
明
で
あ
り
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
原
議
員
）

【
反
対
討
論
】

　

基
本
的
に
幼
保
一
元
化
と
幼
児
教
育
と

【
賛
成
討
論
】

平
成
22
年
度
補
正
予
算

平
成
22
年
度
補
正
予
算

平
成
22
年
度
補
正
予
算

【
主
な
質
疑
】
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に
。
資
本
的
収
入
３
千
80
万
円
と
の
不
足

分
２
千
４
０
２
万
円
は
、
当
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
月
10
日
可
決
）

○ 

議
案
第
22
号　

老
人
保
健
事
業
特

　

 

別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
23
号　

国
民
健
康
保
険
病

　

 

院
事
業
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
26
万
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
62
万
円
と
な

り
ま
し
た
。　
　
　

（
３
月
10
日
可
決
）

　

病
院
事
業
収
益
で
は
、
患
者
数
の
減
に

よ
り
入
院
収
益
、
外
来
収
益
あ
わ
せ
て
１

億
３
千
７
７
６
万
円
を
減
額
計
上
。
他
会

計
負
担
金
と
し
て
、
１
億
２
３
３
万
円
を

追
加
計
上
。
累
積
欠
損
金
の
解
消
す
る
た

め
の
補
助
金
３
百
万
円
を
計
上
し
、
収
入

合
計
は
４
億
８
千
６
７
４
万
円
に
。
支
出

で
は
、
医
業
費
用
で
給
与
費
を
中
心
に
３

千
１
３
４
万
円
を
減
額
。
支
出
の
合
計
は
、

４
億
８
千
３
７
４
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
で
は
、
固
定
資
産
購
入
費

の
減
額
で
支
出
合
計
は
５
千
４
８
２
万
円

○ 

議
案
第
20
号　

自
動
車
学
校
事

　

 

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
２

６
万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
４
千

65
万
円
に
。
教
習
生
の
減
な
ど
で
収
入
が

伸
び
悩
み
、
一
般
会
計
か
ら
２
９
０
万
円

の
繰
入
金
を
追
加
補
正
す
る
も
の
で
繰
入

金
の
総
額
は
１
千
４
百
万
円
に
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　

（
３
月
10
日
可
決
）

○ 

議
案
第
21
号　

国
民
健
康
保
険
事

　

 

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
千

５
４
３
万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は

３
億
５
２
７
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
月
10
日
可
決
）

○ 

議
案
第
24
号　

水
道
事
業
特
別
会

　

 

計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
73
万
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
１
億
３
千
６

１
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
月
10
日
可
決
）

○ 

議
案
第
25
号　

介
護
保
険
事
業
特

　

 

別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
８
８

９
万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
１
億

８
千
７
４
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
月
10
日
可
決
）

○ 

議
案
第
26
号　

後
期
高
齢
者
医
療

　

 

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
９
４

万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
２
千
７

０
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
月
10
日
可
決
）

○ 

議
案
第
35
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

水
道
使
用
料
の
滞
納
額
19
万
４
千
円
に

つ
い
て
、
滞
納
者
が
固
定
化
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。　
　
　

（
柳
澤
議
員
）

Ｑ
　

平
成
21
年
度
分
ま
で
の
滞
納
者
は
４
名

で
あ
り
、
う
ち
３
名
は
完
納
に
近
い
状
況

で
あ
る
。
残
る
１
名
の
滞
納
額
が
ほ
と
ん

ど
を
占
め
て
い
る
。
徴
収
に
努
力
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
長
）

Ａ

　

対
象
者
44
名
中
28
名
が
接
種
し
て
い
る
。 

　
　
　
　
　
　

（
石
川
保
健
福
祉
課
長
）

Ａ

　定住自立圏構想は、複数の自治体が互
いに役割を分担して連携することにより、
「定住」のために必要な生活機能を、単
体の自治体ではなく広域体として確保す
るとともに、「自立」のための経済基盤
や地域の誇りを培い、全体として魅力あ
ふれる地域（定住自立圏）を形成してい
くことを目的としています。
　生活に必要な都市機能について既に一
定の集積があり、周辺自治体の住民もそ
の機能を活用しているような都市を中心
市と呼びます。
周辺にある自治体と地域全体における人
口定住のために連携しようとする中心市
が、圏域として必要な生活機能の確保に
関して中心的な役割を担う意思を有する
こと等を明らかにするため、「中心市宣
言書」を作成し、公表することを中心市
宣言といいます。 
　中心市宣言書には、地域全体の中心的
な役割を担うという意思、都市機能の集
積等、周辺自治体と連携することを想定
する取組、連携の意思を有する自治体の
名称などが記載されます。 
平成23年３月28日、野邑町長、石神議長
が出席して、名寄市で「北・北海道中央
圏」を構築するための中心市宣とともに、
連携協定が結ばれました。
　名寄・士別両市を中心市とする13市町
村で構成される定住自立圏には、買物、
医療福祉面などで結びつきの深い本町の
ほか、上川管内北部８市町村、オホーツ
ク管内西興部村、宗谷管内から枝幸町、
浜頓別町が加わっています。

名寄・士別両市が中心市
定住自立圏に中頓別町も参加

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
４
千
６

０
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
37

億
７
３
９
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
中
頓
別

中
学
校
体
育
館
地
震
補
強
事
業
に
か
か
る

国
庫
補
助
金
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
補

正
予
算
で
す
。　
　

（
３
月
14
日
可
決
）

北・北海道中央圏定住自立圏中心市宣言
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新年度（骨格）予算のあらまし
　全会計予算額は、41億2,573万円となり、対前年度比で1億7,720万円（4.1％）
の減となりました。
　このうち、一般会計は骨格予算のため、１億4,365万円（4.8％）の減額となり
ました。
　歳入は、地方交付税を国勢調査の結果に基づく人口、世帯の減少による影響
や今後の動向に依然不透明な部分も多く、安定的な財源の確保が厳しい状況に
あるため、前年度比1億387万円（5.2％）の減額となっています。
歳出では、人件費で勤勉手当の削減期間が終了したことによる影響で職員手当
てが増加したものの、職員数の減による給与費の減少や退職手当負担金の精算
に伴う追加負担金が減少したことにより、2千295万円（4.5％）の減となりまし
た。公債費は、前年度対比8千369万円（8.7%）減の8億７千655万円を計上して
います。
　地方交付税は、災害復旧費などに充てる特別交付税の割合を現行の６%から
段階的に４%に引き下げ普通交付税にまわす政府改正案が、東北関東大震災の
発生により国会で修正されました。向こう３年間、現行どおりの割合となった
ことから、普通交付税額に影響が出る恐れがあります。
　予算執行にあたっては、行政サービスの維持、効率の重視とともに、一層の
経費節減、財源確保に努め収支均衡を実現することが求められています。

　

一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
平
成

23
年
度
各
会
計
８
予
算
案
は
、
３
月

14
日
に
上
程
に
さ
れ
、
議
員
全
員
で

構
成
す
る
「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」

（
西
原
央
騎
委
員
長
）
に
付
託
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
３
月
15
日
、

16
日
に
集
中
審
査
を
行
い
、
意
見
を

つ
け
て
可
決
。
再
開
後
の
本
会
議
で

も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
額
41
億
２
千
５
７
３
万
円

平
成
二
十
三
年
度
八
会
計
予
算
成
立

平成23年度各会計予算を原案どおり可決

■各会計予算の状況    （単位：万円）

比   較年 度 別

会 計 別

２３年度

予算額

２２年度

予算額 金 額 率％

一 般 会 計 28億3,499 29 億 7,864 ▲1 億 4,365 ▲4.8
自動車学校事業特別会計 2,840 3,081 ▲241 ▲7.8
国民健康保険事業特別会計 3 億 1,955 3 億 2,872 ▲917 ▲2.8

収益的収支 5 億 212 5 億 1,477 ▲1,265 ▲2.5国民健康保険

病院事業会計 資本的支出 4,323 5,167 ▲844 ▲16.3
水 道 事 業 特 別 会 計 7,805 7,874 ▲69 ▲0.9
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1 億 151 1 億 130 21 0.2
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 1 億 9,153 1 億 9,345 ▲192 ▲1.0
後期高齢者医療事業特別会計 2,637 2,484 153 6.1

合     計 41億2,573 43 億 294 1 億 7,720 ▲4.1



予算計上された主な臨時事業 
（単位：万円） 

科目・会計 臨時事業名 事業費 主な事業内容 

地方バス路線維持対策費補助事業

知事道議会議員選挙事業

町長町議会議員選挙事業  

総 務 費 

小頓別小中学校旧職員住宅解体工事 

労 働 費 緊急雇用創出対策推進事業  

林道事業（森林管理道弥生線開設事業） 

中山間地域等直接支払交付金事業 

農 林 水 産

業費 

畜産担い手育成総合整備事業  　　　　 草地改良整備 67.88 ㌶他 

商 工 費 鍾乳洞ジオツーリズム創出による地域力

再生プロジェクト事業 討と計画の策定 

  料託委備整帳台路道 費木土

教 育 費 山村水泳プール水槽改修工事 

病 院 事 業 医療機械器具等整備事業 

生活交通路線維持買い支え他 

選挙事務費他 

選挙事務費他 

昭和 50 年度建設 1 棟解体 

ふるさと雇用再生対策推進事業委託料 

林道開設 360ｍ 幅 4.0ｍ 

中頓別鍾乳洞ジオパーク構想計画の検

照明灯、エアコン他 

1,428

273

266

62

2,336

3,500

3,255

800

50

389

276

 

■一般会計 
歳 入                     （単位：万円）

款 23 年度 22 年度 比較 増減％

町 税 16,093 16,291 ▲198 ▲1.2
地 方 譲 与 税 6,360 6,360 - -
地 方 交 付 税 191,000 201,387 ▲10,387 ▲5.2
使用料手数料 6,148 6,154 ▲6 ▲0.1
国 庫 支 出 金 8,332 19,058 ▲10,726 ▲56.3
道 支 出 金 11,584 15,006 ▲3,422 ▲22.8
財 産 収 入 819 732 87 11.9
繰 入 金 3,262 4,232 ▲970 ▲22.9
諸 収 入 22,481 5,265 17,216 327.0
町 債 11,874 18,100 ▲6,226 ▲34.4
そ の 他 5,546 5,279 267 5.1
合  計 283,499 297,864 ▲14,365 ▲4.8

歳 出               （単位：万円） 

款 23 年度 22 年度 比較 増減％

議 会 費 5,211 3,938 1,273 32.3
総 務 費 46,327 51,127 ▲4,800 ▲9.4
民 生 費 30,664 28,882 1,782 6.2
衛 生 費 20,065 20,362 ▲297 ▲1.5
労 働 費 2,343 2,746 ▲403 ▲14.7
農 林 水 費 33,291 19,488 13,803 70.8
商 工 費 6,437 6,106 331 5.4
土 木 費 4,352 20,668 ▲16,316 ▲78.9
消 防 費 12,366 14,172 ▲1,806 ▲12.7
教 育 費 16,379 15,802 577 3.6
公 債 費 87,655 96,023 ▲8,368 ▲8.7
諸 支 出 金 18,359 18,499 ▲140 ▲0.8
そ の 他 50 51 ▲1 ▲1.9
合   計 283,499 297,864 ▲14,365 4.8

なかとんべつ町議会だより１７１号15
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予算審査特別委員会の意見
Ⅰ　議会と執行機関は互いに情報を
　共有した上でなければ、十分な審
　議を尽くすことはできない。予算
　説明資料の内容がマンネリ化して
　いる現状では、事業の詳細を理解
　できる資料を別途請求せざるを得
　ないので改善を求める。また、長
　側においては、行政評価（事業評
　価）を確実に実施したうえで、予
　算案の策定、提案説明に努めるべ
　きである。
Ⅱ　国の地域活性化補助金等を財源
　として運営されているそうや自然
　学校、地域資源を生かした社会起
　業化創出事業等は、少なくともそ
　の事業により、雇用した方が安心
　して働き続けることができ、事業
　終了後も本町に根付けるよう、将
　来を展望したみのりある事業でな
　ければならない。こうした事業に
　ついては、とかく前年度実績をも
　とに予算編成される傾向があるが、
　補助事業の内容を評価し、所期の
　目的を達成できるよう努められた
　い。
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国
の
地
方
財
政
計
画
で
は
、
普
通
交
付

税
が
４
千
７
９
９
億
円
（
２
・
８
％
）
増

額
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
程
度
の
跳
ね
返
り

が
予
想
さ
れ
る
か
。
国
勢
調
査
で
人
口
が

減
り
、
特
別
交
付
税
の
割
合
が
６
％
か
ら

５
％
に
下
が
る
が
、
影
響
は
ど
の
程
度
あ

る
の
か
。　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

■
地
方
交
付
税

　

22
年
度
普
通
交
付
税
が
、
21
億
８
千
５

０
０
万
円
程
度
な
の
で
、
２
．
８
％
増
な

ら
６
千
１
２
０
万
円
程
度
の
増
に
な
る
。

ま
た
、
国
調
で
人
口
が
１
千
９
７
５
人
と

な
っ
た
が
、
も
し
、
22
年
度
と
同
じ
係
数

で
積
算
し
た
場
合
、
約
１
億
程
度
の
減
に

な
る
。
ま
だ
国
か
ら
は
具
体
的
に
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
人
口
減
少
に
対
す
る
急
減

補
正
措
置
が
あ
り
、
５
カ
年
で
段
階
的
に

減
っ
て
い
く
と
思
う
。
特
別
交
付
税
の
総

額
が
６
％
か
ら
５
％
に
な
る
と
、
単
純
計

算
で
２
千
１
８
５
万
ほ
ど
減
額
に
な
る
。

交
付
税
総
体
で
は
、
概
ね
今
年
と
同
じ
く

ら
い
に
な
る
。　
　

（
遠
藤
総
務
課
長
）

主な質疑＆答弁
予算審査特別委員会

一
般
会
計
歳
入

Ｑ
　

特
別
交
付
税
が
６
％
か
ら
５
％
に
１
％

下
が
る
が
、
そ
の
分
は
普
通
交
付
税
に
ま

わ
る
。
そ
の
分
は
、
段
階
補
正
と
人
口
急

減
補
正
に
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
総
務

省
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
き
く
交

付
税
が
下
が
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

特
別
交
付
税
は
、
そ
の
分
を
見
込
ん
で
、

Ａ

１
億
３
千
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、
そ
れ

を
下
ま
わ
る
こ
と
は
、
１
０
０
％
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

　

衛
生
費
補
助
金
と
し
て
、
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
等
接
種
緊
急
促
進
特
例
交
付
金

が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
今
の
制
度
を
全
額

助
成
に
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

国
は
、
22
年
、
23
年
は
、
補
助
金
を
出

す
が
、
24
年
か
ら
は
補
助
金
を
出
さ
な
い
。

現
在
、
全
額
補
助
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

23
年
ま
で
と
い
う
考
え
方
が
大
半
で
は
な

い
か
。
国
が
24
年
度
以
降
も
補
助
制
度
を

持
つ
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
再

考
し
て
み
た
い
。
本
町
は
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
を
無
料
化
し
て
お
り
、
そ
れ
を
拡

大
す
る
方
向
性
も
見
極
め
た
い
の
で
、
今

は
、
あ
る
程
度
の
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ

　

条
例
集
の
電
子
化
に
よ
り
、
行
政
の
チ

ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
る
議
会
議
員
が
条
例
集

を
持
っ
て
い
な
い
。
条
例
改
正
や
議
案
審

議
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う
い

う
形
で
あ
れ
、
議
員
が
条
例
集
を
手
に
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
実
現
で
き

る
ま
で
の
間
、
関
係
条
例
を
議
案
に
添
え

て
提
出
す
る
取
り
扱
い
を
と
れ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ
　

人
件
費
は
前
年
度
に
比
べ
約
２
千
３
０

０
万
円
減
少
し
て
い
る
が
、
総
務
省
か
ら

は
、
地
方
主
権
の
時
代
は
、
自
己
責
任
・

自
己
決
定
な
の
だ
か
ら
、
自
治
体
の
給
料

は
そ
の
町
で
決
め
て
い
い
と
の
通
知
が
き

て
い
る
。
国
家
公
務
員
の
人
事
院
勧
告
に

準
拠
す
る
の
で
は
な
く
、
地
方
の
財
政
あ

る
い
は
町
の
規
模
、
そ
こ
に
暮
ら
し
て
い

る
人
々
に
合
わ
せ
た
よ
う
な
職
員
給
与
体

系
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
地
方
交
付
税

は
私
た
ち
の
税
金
が
戻
っ
て
き
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
そ
の
残
り
は
借
金
だ
か
ら
、

こ
れ
も
国
民
の
負
担
で
あ
る
。
労
働
基
本

権
が
な
い
替
わ
り
に
、
交
付
税
で
措
置
さ

れ
る
と
の
考
え
は
違
う
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

パ
ソ
コ
ン
配
布
等
で
の
対
応
が
可
能
か

ど
う
か
、
担
当
部
局
の
中
で
検
討
し
、
６

月
定
例
会
く
ら
い
ま
で
に
方
向
性
を
出
し

た
い
。
そ
れ
ま
で
は
、
議
案
に
関
係
条
例

の
添
付
を
視
野
に
入
れ
て
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
遠
藤
総
務
課
長
）

Ａ

■
道
支
出
金

　

建
物
貸
付
収
入
と
し
て
職
員
住
宅
が
14

戸
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
施
設
貸
付
収

入
で
も
旧
教
員
住
宅
や
職
員
住
宅
が
貸
付

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
極
力
、
売
却

す
る
よ
う
に
求
め
て
き
た
が
、
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。　
　

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ
　

小
頓
別
の
旧
教
員
住
宅
や
中
頓
別
の
あ

か
ね
団
地
の
堤
防
寄
り
住
宅
な
ど
は
、
格

Ａ ■
財
産
収
入

安
で
募
集
し
た
が
、
結
果
的
に
購
入
者
が

な
か
っ
た
の
で
、
現
在
は
、
い
ず
れ
も
貸

付
け
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
購
入
希

望
者
に
売
る
と
い
う
考
え
は
変
わ
っ
て
い

な
い
の
で
努
力
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
長
）

　

そ
う
や
自
然
学
校
の
予
算
は
６
９
１
万

で
あ
る
が
、
昨
年
12
月
に
、
教
育
委
員
会

の
所
管
に
す
る
の
が
適
当
と
の
話
が
さ
れ
、

検
討
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
今
回
は
、

教
育
費
で
は
な
く
、
総
務
費
に
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
う
い
う
検
討
が
さ
れ
、
こ

の
形
に
な
っ
た
の
か
。　

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ
　

所
管
替
え
に
関
し
て
は
、
教
育
委
員
会

と
協
議
を
行
っ
た
が
、
従
来
ど
お
り
、
総

務
費
計
上
と
し
た
。
実
際
の
運
用
で
は
、

子
供
の
自
然
体
験
活
動
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
で
あ
る
観
光
、
地
域
の
環
境
保
全
活
動

と
し
て
の
環
境
教
育
や
環
境
学
習
、
人
材

育
成
に
も
取
り
組
み
た
い
の
で
、
町
長
部

局
で
あ
る
当
課
の
役
割
も
非
常
に
大
き
く
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
活
動
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
24
年
度
が
指
定
管
理
者
の

切
り
替
え
時
期
で
あ
り
、
あ
る
べ
き
運
営

体
制
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ ■
総
務
費

一
般
会
計
歳
出

Ａ
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老
人
福
祉
費
で
、
高
齢
者
事
業
団
運
営

補
助
金
50
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

団
員
確
保
、
仕
事
の
開
拓
を
事
業
団
任
せ

に
し
な
い
で
、
担
当
課
と
し
て
援
助
は
で

き
な
い
も
の
か
。
運
営
補
助
金
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
職
員
の
人
件
費
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

Ｑ
　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
費
で
、
臨
時
指
導
員

賃
金
が
22
年
度
に
比
べ
約
１
０
０
万
増
え

て
い
る
。
な
ぜ
、
23
年
度
に
入
り
臨
時
職

員
が
い
る
の
か
。　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ

　

企
画
費
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
賃
金

４
２
０
万
と
あ
る
が
、
詳
細
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
原
委
員
長
）

Ｑ

　

委
託
料
の
う
ち
、
①
社
会
起
業
化
創
出

事
業
、
②
森
と
癒
し
の
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
体
制
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
今
後
の
見
通
し
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

を
目
指
し
て
、
保
健
福
祉
医
療
の
総
合
支

援
シ
ス
テ
ム
事
業
で
職
員
も
配
置
さ
れ
た

が
、
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ

　

現
在
、
事
業
団
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
９
名
で
あ
る
。
草
刈
り
や
除
雪
の
件
数

は
減
っ
て
き
て
い
る
。
職
員
と
し
て
、
仕

事
の
開
拓
に
向
け
て
社
会
福
祉
協
議
会
と

一
緒
に
な
っ
て
協
力
を
し
て
い
く
こ
と
は

当
然
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い

き
た
い
。
運
営
費
補
助
金
は
、
高
齢
者
事

業
団
を
運
営
す
る
職
員
（
社
会
福
祉
協
議

会
）
の
人
件
費
等
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
石
川
保
健
福
祉
課
長
）

Ａ
　

こ
ど
も
館
館
長
が
３
月
で
退
職
す
る
が
、

兼
務
し
て
い
た
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
が
欠

員
と
な
る
の
で
、
４
月
か
ら
臨
時
職
員
を

採
用
す
る
た
め
の
賃
金
と
し
て
計
上
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
平
中
こ
ど
も
館
館
長
）

Ａ

　

人
事
委
員
会
を
持
つ
と
こ
ろ
と
違
い
、

本
町
で
は
、
地
方
公
務
員
法
、
近
隣
町
村

や
国
家
公
務
員
の
給
与
に
準
じ
て
今
ま
で

や
っ
て
き
た
。
当
然
、
地
域
の
民
間
給
与

と
公
務
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
差
が
あ
る

こ
と
は
、
私
も
十
分
認
識
し
て
い
る
。
一

方
、
町
の
財
政
が
厳
し
い
折
に
は
、
職
員

に
も
協
力
し
て
も
ら
い
給
与
の
引
き
下
げ

を
や
っ
て
き
た
。
地
方
交
付
税
の
基
準
財

政
需
要
額
に
は
、
給
与
費
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
地
方
公
務
員
に
対
す
る
全
国
統
一

の
給
与
基
準
と
し
て
交
付
税
の
中
に
算
入

さ
れ
て
い
る
の
は
、
公
務
員
の
労
働
基
本

権
が
剥
奪
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
基

本
的
に
は
職
員
が
町
民
の
た
め
に
、
本
当

に
一
生
懸
命
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
民

も
待
遇
に
つ
い
て
認
め
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
（
野
邑
町
長
）

Ａ
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
国
が
農
山
村

を
支
援
す
る
た
め
に
制
度
化
さ
れ
た
仕
組

み
で
あ
り
、
市
町
村
が
職
員
を
採
用
し
た

場
合
、
そ
の
人
件
費
を
特
別
交
付
税
で
措

置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
４
２
０
万
円
は
、

自
然
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
２
名
分
の
賃
金
で

あ
る
。
（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ

に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
取
り
組
ん
で
い
る
。

当
初
、
職
員
の
応
募
が
な
く
、
昨
年
秋
に

２
名
体
制
が
確
立
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

精
油
や
芳
香
蒸
留
水
の
商
品
化
な
ど
、
森

林
療
法
を
生
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を

改
め
て
模
索
し
た
い
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

　

エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
、
処
理
に
関
し
て
は
、

現
在
、
宗
谷
支
庁
で
も
対
策
会
議
等
を
開

い
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
南
宗
谷
鳥

獣
害
担
当
課
長
会
議
を
開
催
し
て
、
処
分

の
方
法
を
検
討
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

同
会
議
に
は
、
南
宗
谷
衛
生
施
設
組
合
に

加
盟
し
て
い
る
町
村
（
浜
頓
別
町
、
枝
幸

町
、
猿
払
村
、
中
頓
別
町
）
が
参
加
し
て

Ａ

　

①
知
的
障
害
者
施
設
の
移
転
と
新
体
系

移
行
に
伴
っ
て
、
利
用
者
の
雇
用
創
出
と

合
わ
せ
て
、
新
た
な
雇
用
創
出
が
で
き
な

い
か
天
北
厚
生
園
（
南
宗
谷
福
祉
会
）
に

委
託
し
て
い
る
事
業
で
あ
る
。
現
在
、
２

名
体
制
で
事
業
を
進
め
て
い
る
。
新
体
系

移
行
に
伴
う
作
業
種
目
と
し
て
、
農
園
作

業
中
心
の
Ｂ
型
作
業
所
と
い
う
方
針
が
で

て
い
る
の
で
、
利
用
者
の
作
業
特
性
な
ど

を
把
握
し
た
上
で
、
23
年
度
か
ら
農
園
の

準
備
、
実
際
の
耕
作
と
い
う
こ
と
で
進
ん

で
い
る
。
ま
た
、
農
園
の
農
作
物
か
ら
、

ひ
ま
わ
り
油
の
搾
油
、
廃
油
石
け
ん
作
り

と
い
う
こ
と
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

②
中
頓
別
町
森
林
療
法
研
究
会
に
委
託

を
し
て
お
り
、
森
林
療
法
を
地
域
の
雇
用

Ａ
　

現
在
、
介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
２
名
の

職
員
が
お
り
、
３
カ
年
調
査
を
行
う
。
現

在
は
、
保
健
師
が
各
地
域
・
家
庭
を
ま
わ

っ
て
、
病
院
受
診
の
状
況
や
家
庭
の
事
情

も
含
め
て
調
査
し
て
い
る
。
内
部
ニ
ー
ズ

調
査
の
段
階
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
石
川
保
健
福
祉
課
長
）

Ａ

国勢調査人口を基に地方交付税は段階的に減少
本町独自の職員給与水準の導入を！

　

エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
作
戦
、
処
理
場
を
含

む
対
策
に
つ
い
て
、
広
域
圏
で
の
動
き
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

委
託
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ
い

て
は
、
理
事
会
等
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ

て
い
て
、
２
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
理
事
と
の

連
携
の
中
で
当
初
の
目
的
に
沿
っ
た
事
業

を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ
　

森
林
療
法
研
究
会
の
今
後
の
活
動
は
ど

う
な
る
の
か
。　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ■
農
林
水
産
業
費

■
民
生
費

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
包
括
的
な
ケ
ア

Ｑ ■
労
働
費



なかとんべつ町議会だより１７１号 18

　

消
防
費
は
、
22
年
度
の
当
初
予
算
で
は
、

職
員
数
を
14
名
と
み
て
い
た
。
定
員
は
15

名
で
あ
る
が
、
職
員
が
辞
め
た
こ
と
も
あ

っ
て
13
名
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
23
年
度

に
復
活
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

教
職
員
住
宅
の
戸
数
は
、
中
小
12
戸
、

中
中
９
戸
だ
が
、
新
年
度
の
人
事
異
動
で
、

本
町
に
在
住
す
る
方
が
増
え
た
場
合
、
対

応
で
き
る
か
。
教
職
員
の
定
数
上
、
本
来

な
ら
、
教
員
住
宅
は
何
戸
必
要
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

Ｑ
　

条
例
も
通
り
、
認
定
こ
ど
も
園
が
教
育

委
員
会
の
所
管
に
な
っ
た
。
23
年
度
予
算

で
、
こ
ど
も
園
の
予
算
が
民
生
費
で
計
上

Ｑ

い
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
広
域
圏
で
動
物
の

焼
却
施
設
が
で
き
な
い
か
検
討
さ
れ
て
お

り
、
４
月
に
も
会
議
を
開
催
し
て
、
方
向

性
を
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

（
小
林
産
業
建
設
課
参
事
）

　

新
規
就
農
希
望
で
研
修
さ
れ
て
い
る
方

は
、
新
規
就
農
希
望
者
酪
農
研
修
受
入
事

業
補
助
金
を
使
っ
て
、
ヘ
ル
パ
ー
同
様
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
こ
れ
以
外
に
町

と
し
て
応
援
し
て
い
る
事
業
、
予
算
化
し

て
い
る
も
の
が
あ
る
か
。
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
組
合
運
営
補
助
金
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。　
　

（
西
原
委
員
長
）

Ｑ
　

研
修
段
階
で
の
応
援
事
業
は
、
こ
の
事

業
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
中
山

間
地
域
直
接
支
払
制
度
で
農
業
者
の
方
々

か
ら
、
車
両
の
補
助
で
幾
ば
く
か
の
お
金

を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
あ
く
ま

で
研
修
で
あ
り
、
労
働
力
提
供
の
ヘ
ル
パ

ー
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
研
修
先
の
農

家
の
方
々
に
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組

合
に
は
、
町
の
補
助
金
と
し
て
２
８
５
万

円
、
Ｊ
Ａ
も
同
額
の
予
算
を
出
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　

（
小
林
産
業
建
設
課
参
事
）

Ａ

　

町
民
文
化
祭
は
、
昨
年
ま
で
教
育
員
会

と
文
化
協
会
の
共
催
と
い
う
形
で
あ
り
な

が
ら
、
委
員
会
が
協
会
に
報
償
費
を
出
す

問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
今
年
度
は
補

助
金
に
計
上
さ
れ
た
が
、
「
町
民
」
と
冠

が
つ
く
大
会
、
行
事
な
ど
は
、
み
な
無
償

で
手
伝
っ
て
い
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
中

で
、
一
方
に
だ
け
補
助
金
を
出
す
の
は
疑

問
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
の
主
催
な
ら
、

問
題
な
い
と
思
う
が
、
如
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

本
来
、
保
育
所
は
、
民
生
費
の
事
業
で

あ
る
が
、
そ
の
事
務
を
教
育
員
会
に
委
託

す
る
形
な
の
で
、
民
生
費
上
で
組
ん
で
も

問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
遠
藤
総
務
課
長
）

Ａ
　

財
政
担
当
と
の
協
議
の
結
果
で
あ
る
が
、

来
年
度
に
向
け
て
、
教
育
費
に
計
上
す
る

か
ど
う
か
、
今
後
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
柴
田
教
育
次
長
）

Ａ
　

教
育
委
員
会
主
催
の
事
業
で
や
る
場
合
、

当
然
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
ご
と
に
予
算
組

み
を
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
関
係
行
事
に

も
予
算
化
し
て
商
品
、
景
品
、
賞
状
等
を

出
し
て
い
る
。
町
民
文
化
祭
は
、
町
と
文

化
協
会
が
運
営
主
体
で
あ
る
が
、
監
査
委

員
か
ら
の
指
摘
も
あ
り
、
23
年
度
は
各
団

体
に
公
平
に
お
金
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
補

助
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
柴
田
教
育
次
長
）

Ａ

　

23
年
度
に
向
け
て
救
急
救
命
士
の
資
格

取
得
者
を
最
優
先
に
募
集
し
て
き
た
が
、

１
名
し
か
確
保
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、

当
分
の
間
、
13
名
体
制
を
継
続
せ
ざ
る
を

得
な
い
。　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ
　

万
が
一
、
不
足
す
る
場
合
は
、
町
に
協

力
要
請
し
て
、
住
宅
の
確
保
に
全
力
を
尽

く
し
た
い
。
小
、
中
学
校
の
定
数
が
12
名

ず
つ
な
の
で
、
24
戸
が
必
要
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
柴
田
教
育
次
長
）

Ａ

エゾシカ処理対策は広域で！
　　　　　新規就農希望者にもっと支援できないか!?

■
教
育
費

　

新
年
度
、
地
域
振
興
券
、
プ
レ
ミ
ア
付

き
商
品
券
の
計
画
は
あ
る
の
か
。
や
る
や

ら
な
い
は
商
工
会
で
決
め
る
こ
と
だ
が
、

昨
年
度
の
成
果
が
き
っ
ち
り
と
出
て
い
る

の
か
。
23
年
度
は
ど
う
い
う
商
工
振
興
策

を
や
っ
て
い
く
の
か
、
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ
　

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
は
、
現
在
、
支
配
人

が
入
院
中
で
不
在
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

支
配
人
の
代
わ
り
を
誰
が
や
っ
て
い
る
の

か
。
支
配
人
不
在
で
支
障
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
星
川
委
員
）

Ｑ
　

昨
年
、
議
会
か
ら
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

22
年
度
に
実
施
し
た
商
品
券
事
業
の
効
果

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
分
析
を
し
て
い
た

だ
い
て
評
価
し
た
い
。
事
業
効
果
に
つ
い

て
、
ま
だ
、
最
終
的
な
確
認
を
取
れ
て
い

な
い
。
改
め
て
、
総
括
、
評
価
を
し
っ
か

り
行
っ
た
上
で
、
今
後
の
振
興
策
を
協
議

し
た
い
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ
　

支
配
人
は
、
現
在
、
病
気
休
養
中
で
、

３
月
１
日
か
ら
、
取
締
役
会
の
決
定
を
経

て
休
職
し
、
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
受
け

て
い
る
。
年
齢
も
ま
も
な
く
65
歳
に
な
る

の
で
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
も
協
議
し

て
い
る
。
当
直
、
朝
食
の
準
備
な
ど
、
主

に
フ
ロ
ン
ト
の
男
性
職
員
、
厨
房
等
の
職

Ａ ■
商
工
費

■
消
防
費

員
が
協
力
し
合
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
さ
れ
、
教
委
費
で
計
上
さ
れ
な
い
の
は
な

ぜ
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）
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そうや自然学校のスタッフ定着に配慮を！

　

分
権
改
革
以
降
、
毎
年
、
地
域
活
性
化
、

雇
用
創
出
等
の
補
助
制
度
が
創
ら
れ
て
か

ら
、
10
年
以
上
に
な
る
。
し
か
し
、
根
付

い
た
事
業
は
な
く
、
単
に
事
業
を
し
た
と

い
う
だ
け
で
あ
る
。
そ
う
や
自
然
学
校
も

森
と
癒
し
の
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
そ
う

で
あ
る
。
携
わ
る
人
の
年
収
が
２
０
０
万

円
程
度
で
は
生
活
で
き
な
い
こ
と
を
行
政

は
考
え
て
欲
し
い
。
家
族
を
養
う
よ
う
な

人
は
、
せ
め
て
３
０
０
万
円
近
く
ま
で
出

せ
ば
、
最
低
限
の
生
活
は
で
き
る
。
し
っ

か
り
本
町
に
根
付
い
て
も
ら
う
と
い
う
本

来
の
趣
旨
に
沿
っ
た
事
業
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ

　

22
年
度
末
で
、
実
質
公
債
費
比
率
の
想

定
値
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

当
初
22
・
２
％
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

交
付
税
が
増
え
た
り
し
て
、
21
・
９
％
の

予
定
で
あ
る
。　
　

（
遠
藤
総
務
課
長
）

Ａ

　

基
本
的
に
は
、
町
で
募
集
を
し
て
い
る

自
然
学
校
の
職
員
等
に
つ
い
て
、
年
齢
層
、

家
族
層
な
ど
を
加
味
し
な
が
ら
、
末
永
く

本
町
に
住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
待
遇
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

職
種
に
よ
っ
て
、
違
い
が
あ
ろ
う
が
、
せ

っ
か
く
、
町
外
か
ら
本
町
に
来
て
働
い
て

Ａ

大規模災害対応に危機意識もって！
　　　　雇用創出事業、生活できる給与で根付かせて

　

①
23
年
度
予
算
の
中
で
、
環
境
基
本
条

例
、
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
が

ど
こ
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
。
②
森
と

癒
し
の
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
体
制
整
備
事
業
を
委
託
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
役
場
を
事
務
所
に
使
っ
て
い
る

が
、
使
用
料
収
入
が
見
当
た
ら
な
い
。
ほ

か
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
民
間
の
方
が
事
務
所

と
し
て
使
用
し
た
い
と
希
望
し
た
ら
、
今

後
、
使
わ
せ
る
の
か
。
庁
舎
を
民
間
の
法

人
等
に
使
わ
せ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ
　

①
環
境
基
本
計
画
の
策
定
の
遅
れ
に
つ

い
て
は
、
お
詫
び
を
申
し
上
げ
た
い
。
環

境
審
議
会
の
答
申
が
近
く
町
長
に
報
告
さ

れ
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
22
年
度
中
に
環

境
基
本
計
画
を
策
定
す
る
形
と
し
た
い
。

計
画
を
先
に
立
て
て
、
予
算
に
反
映
さ
せ

る
形
を
取
る
べ
き
と
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

②
こ
の
事
業
は
、
委
託
費
、
事
業
に
関
す

る
経
費
を
町
が
す
べ
て
支
弁
す
る
形
を
取

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
期
間
に
限
っ
て
、

Ａ

■
公
債
費

　

①
日
本
が
危
機
管
理
上
、
大
変
な
災
害

を
受
け
て
い
る
。
町
が
率
先
し
て
、
町
民

に
対
す
る
防
災
意
識
を
高
め
る
よ
う
な
講

習
会
、
専
門
家
に
よ
る
防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
な
ど
、
危
機
管
理
対
応
は
検
討
さ
れ
て

い
る
か
。

②
消
防
職
員
の
防
火
衣
が
13
名
の
体
制
中

で
８
着
し
か
買
え
て
い
な
い
。
指
揮
系
統

の
支
署
長
を
除
き
、
23
年
度
で
４
着
買
え

な
い
か　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

①
近
々
に
予
定
さ
れ
て
い
る
防
災
会
議

で
、
議
論
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、

Ａ ■
総
括
質
疑

　

医
療
給
付
費
、
後
期
高
齢
者
支
援
分
、

介
護
分
の
低
所
得
者
軽
減
（
７
割
、
５
割
、

２
割
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
く
ら
い
あ

る
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

Ｑ
　

医
療
給
付
費
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金

現
年
度
課
税
分
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
７
割

１
３
０
世
帯
１
５
９
名
、
５
割
26
世
帯
53

名
、
２
割
40
世
帯
66
名
。
介
護
納
付
金
分

で
、
７
割
57
世
帯
59
名
、
５
割
７
世
帯
10

名
、
２
割
16
世
帯
17
名
で
あ
る
。
退
職
被

保
険
者
国
民
保
険
税
の
医
療
給
付
費
現
年

度
分
の
軽
減
は
、
７
割
３
世
帯
４
名
、
５

割
１
世
帯
２
名
、
２
割
１
世
帯
２
名
。
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
は
、
７
割
３
世
帯
４

名
、
５
割
１
世
帯
２
名
、
２
割
１
世
帯
２

名
。
介
護
納
付
金
現
年
度
分
課
税
分
は
、

７
割
３
世
帯
４
名
、
５
割
１
世
帯
２
名
、

２
割
２
世
帯
２
名
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
石
川
保
健
福
祉
課
長
）

Ａ 【
い
ず
れ
も
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

特
別
・
公
営
企
業
会
計

み
た
い
と
い
う
人
た
ち
の
た
め
に
考
え
て

い
く
必
要
性
が
あ
る
。
十
分
、
担
当
課
と

協
議
を
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
長
く
、

本
町
で
働
い
て
も
ら
え
る
仕
組
み
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
。　
　

（
野
邑
町
長
）

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

■
国
民
健
康
保
健
事
業
特
別
会
計

使
用
料
を
徴
さ
な
い
で
事
務
所
と
し
て
使

わ
せ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
委
託
事
業
以

外
の
活
動
も
あ
る
と
思
う
が
、
原
則
的
に

は
、
当
然
、
庁
舎
を
占
有
す
る
以
上
、
そ

れ
ら
に
対
す
る
使
用
料
を
払
う
こ
と
に
な

る
。
委
託
事
業
に
つ
い
て
、
事
務
所
費
に

当
た
る
経
費
を
計
上
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
適
当
か
ど
う
か
も
含
め
て
、
検
証
の

上
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

将
来
に
渡
っ
て
の
対
応
に
つ
い
て
、
改
め

て
考
え
た
い
。
自
治
防
災
組
織
が
で
き
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
地
域
の
方
々
の
防

災
意
識
の
啓
発
の
た
め
に
町
と
し
て
も
対

応
を
検
討
し
た
い
。
②
防
火
衣
に
つ
い
て

は
、
消
防
職
員
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

た
い
。　
　
　
　
　

（
遠
藤
総
務
課
長
）
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医
師
探
し
を
医
大
に
ば
か
り
頼
っ
て
も

だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、
何
団
体
ぐ
ら
い

に
要
請
を
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。
正

式
に
加
盟
金
な
ど
を
払
っ
て
、
情
報
提
供

を
受
け
て
い
る
団
体
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

公
益
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
に

は
、
ま
だ
、
正
式
加
盟
は
し
て
い
な
い
。

自
治
医
大
出
身
の
義
務
年
限
を
超
え
た
方

た
ち
が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
派
遣
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
４
月
早
々
、
正
式
加

Ａ

医師探しにあらゆる手段を！

　

地
域
医
療
振
興
協
会
は
、
会
員
に
な
ら

な
く
て
も
医
師
の
派
遣
は
可
能
で
あ
る
。

Ａ

■
国
保
病
院
事
業
会
計

■
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計

■
水
道
事
業
特
別
会
計

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

■
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

【
い
ず
れ
も
質
疑
・
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

た
だ
、
全
国
か
ら
要
請
が
く
る
の
で
、
会

員
に
な
る
ほ
う
が
派
遣
の
割
合
は
高
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
、
会
費
を
納

め
る
ほ
う
が
無
難
と
考
え
て
い
る
。
昨
年
、

東
京
に
出
張
し
た
折
、
協
会
に
行
き
要
請

し
て
き
た
が
、
基
本
的
に
は
、
３
年
、
４

年
の
長
期
で
は
な
く
、
長
く
て
も
１
年
、

短
け
れ
ば
数
カ
月
と
い
う
派
遣
で
あ
る
。

全
国
か
ら
か
な
り
の
数
の
要
請
が
き
て
お

り
、
希
望
す
る
科
の
医
師
の
派
遣
は
難
し

い
と
い
う
担
当
者
の
話
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

こども館の所管を教育委員会に
移すだけで、学校教育との連携
は図れるか？

盟
の
有
無
を
検
討
す
る
た
め
、
事
前
に
予

算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
医
大
か

ら
の
常
勤
医
派
遣
は
、
本
当
に
難
し
い
状

況
で
あ
り
、
北
海
道
、
北
海
道
地
域
医
療

振
興
財
団
、
北
海
道
病
院
協
会
な
ど
の
公

的
団
体
の
ほ
か
、
民
間
の
紹
介
業
者
10
社

ほ
ど
に
依
頼
し
て
い
る
が
、
情
報
が
少
な

い
。
紹
介
が
あ
っ
て
も
、
給
与
面
で
は
な

く
、
当
直
回
数
な
ど
勤
務
条
件
に
つ
い
て

非
常
に
高
い
要
求
が
あ
り
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。　
　

（
青
木
国
保
病
院
事
務
長
）

保育から学校教育までの指針の確立急げ！
　グループホーム利用者の就労確保に支援を
　いきいきふるさと常任委員会では、閉会中に緊急を要
する事項として教育の一元化と天北厚生園の移転改修計
画に関する調査を行い、次のとおり意見を取りまとめま
した。

■中頓別町教育の一元化に向けた体制について
　こども館を平成23年４月１日から教育委員会に所管替
えし、教育の一元化を図るためには、組織・人事体制を
単純接着するだけにとどまらず、本町としての子育て支
援と学校教育を連携・統合する教育指針を持つべきであ
る。
　また、中長期行財政運営計画の最終報告書で、こども
館は、平成24年４月１日を目標に方向性を検討すること
になっているが、公設民営、直営など、どのような将来
像をめざすのか、結論を急ぐべきである。

■天北厚生園の移転改修計画と運営等について
　天北厚生園の移転改修計画では、障害者自立支援法に
基づく新体系移行に従い設置される多機能型事業所（定
員20名）での業務作業は、グループホーム利用者等に労
働を通した社会参画の道を拓けるのか不安要素が多い。
　天北厚生園は法人所管となったが、障がい者の福祉政
策は、町の責任において推進されるべきであり、施設移
転後の利用者の就労の確保に向け、早急かつできる限り
の支援を行うべきである。

　いきいきふるさと常任委員会は、任期中に限り、所管
事務のうち緊急を要する事項の調査を行うことがありま
す。

次の所管事務調査

いきいきふるさと
常任委員会報告
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～私の思い～
　このコーナーは、それぞれの
議員が町づくりや議会活動など
について思いを綴ったものです。
毎号２名の議員が登場しました。
８議員の提言・苦言・呟きを４
年間にわたりご愛読いただき誠
にありがとうございました。

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

大震災と福寿草

東北関東大震災（3月11日発生）の犠牲者を悼み黙祷

自治の基本が決った
　議会が草案を提起してから 5年。
　長年の懸案だった自治基本条例が附帯決議とと
もに議決されました。主権者である住民が自治の
代行機構である議会や行政運営をコントロールす
るための条例として、日本国憲法と同じ役目を果
たすことから「自治体の憲法」と呼ばれています。
　議会や行政はもともと先にあったわけではあり
ません。町史をひもとけば、小頓別では移住者が
急激に増えた大正 2年に子供たちの教育問題が集
落の総会で協議され、私設教育所をつくり女性教
員を一人雇ったとの記録が残されています。
　総会が議会と行政の双方の役割を持ち、公務員
の賃金を決め、集落民が出し合うお金（税金）で
雇ったことが自治のはじまりでした。住民主権の
自治は、百年前に実践されていたわけです。
　いつの間にか住民よりも行政が強くなり、お上
として君臨し、住民も行政に頼りきるようになっ
たのはなぜなのか。やはり、明治から戦後にかけ
て中央集権的な体制が続いてきたからでしょう。
　しかし、２０００年の分権改革で地方自治は大
きく変わりました。これまでの「お任せ民主主義」
から、住民が「自己決定・自己責任」で自治を行
う時代が再び到来したと思います。
　政治を丸ごと首長や議会に丸投げし、財政破綻
をきたしても、その失敗は主権者である住民が自
己責任で負うことになるのは明らかです。
　わが町の自治基本条例では、町政の重要課題を
決めるとき、住民の意思を確認するため住民投票
制度を設けることができます。住民が一票の行使
によって、まちづくりの方向性を決める当たり前
のことが、一世紀の時を経て、住民の手に戻って
きたことに深い感慨を覚えます。
　　　　　　　　　　　　　（綴人：星川三喜男）

　東北関東大震災の犠牲者のみなさまに心からお
悔やみ申し上げます。
　昨年のこのコーナーで、私の祖父母が、新天地
を求め、大正四年、当時六歳だった父の手を引い
て福島県新山町（現・双葉町）から上駒地区に入
植したことを書きました。大地震の度にテレビに
映る「原発銀座」の一角と紹介したところ、まる
で予言が的中したかのような災いに見舞われてし
まいました。
　人智を超えた大地震と津波に、人間が創り出し
た原発の安全神話はもろくも打ち砕かれました。
原発は、想定外の出来事を想定して造られている
と信じ込んでいただけに無力感が募ります。
　チェルノブイリと同じ出力 100 万キロワットの
原発が炉心溶融事故を起こした想定データでは、
快晴で風速10メートルの風が吹くと、放射性物質
は約 800 キロ先まで拡散するそうです。これは、
福島から遠く広島あたりまで達する距離だとか。
福島原発の 1号機から 6号機までの総出力は 470
万キロワットですから背筋が寒くなります。
　電気の恩恵にあずかる私たちは、放射能に汚染
された水や食料を喰らう覚悟で原発政策を支持し
てきたのか問われていると思います。
　脱原発に向けて、北海道とほぼ同じ面積、人口
を持つデンマークは、チェルノブイリ事故以降、
風力エネルギーなどに切り替え、いま国内電力需
給率は 100 パーセントを超えていると聞きます。
英知・英断とはこのことでしょう。
　神様に選ばれたのか、幸い中頓別は揺れません
でした。大地も汚染されてはいません。ありがた
いことです。わが子に「福寿」と名づけた祖父母
が移住を決断しなかったなら、私も震災難民、原
発難民の中に混じっていたかも知れません。
　福寿草が咲くおだやかな春が早く先祖の地に訪
れてほしいと願っています。 
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：柳澤雅宏）
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本
多
、
東
海
林
、
西
原
、
三
人
が
議
会
広

報
特
別
委
員
と
し
て
議
会
だ
よ
り
編
集
に
携

わ
り
四
年
、
発
行
号
数
に
し
て
16
号
を
担
当

し
ま
し
た
。

　

言
葉
で
表
現
す
る
と
い
う
難
し
さ
を
実
感

す
る
と
と
も
に
、
議
会
広
報
誌
の
役
割
と
は

何
か
、
町
広
報
誌
と
の
違
い
は
何
か
、
悩
み

な
が
ら
の
編
集
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
議
場
・
議
論
の
事
実
を

伝
え
る
責
任
が
あ
り
ま
す
が
、
と
き
に
は
紙

面
内
容
が
住
民
に
不
安
を
抱
か
せ
て
し
ま
い
、

住
民
の
皆
様
か
ら
お
叱
り
を
受
け
た
こ
と
も

あ
り
、
公
の
広
報
誌
に
携
わ
る
責
任
を
学
ば

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

四
年
前
の
春
に
は
「
発
行
の
責
任
は
議
員

が
持
つ
！
」
と
意
気
込
ん
で
ス
タ
ー
ト
し
た

広
報
委
員
会
で
し
た
が
、
編
集
は
議
会
事
務

局
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た

ず
、
い
つ
も
実
直
な
編
集
作
業
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、

多
く
の
意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
住
民
の

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
西
）

編　

集　

後　

記
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28日　大崎上島町交流団歓迎会
29日　第28回北緯45度しばれまつり
30日　武部勤代議士との新春の集い（稚内市）

３日　いきいきふるさと常任委員会所管事務調査
14日　いきいきふるさと常任委員会所管事務調査
21日　いきいきふるさと常任委員会所管事務調査

２日　議会運営委員会
６日　町民スキー大会
10日　第１回定例会
　　　議会広報編集特別委員会
13日　第１回定例会（サンデー議会）
14日　第１回定例会
　　　いきいきふるさと常任委員会（条例審
　　　査）
15日　予算審査特別委員会
16日　予算審査特別委員会
　　　いきいきふるさと常任委員会（条例審
　　　査）
　　　第１回定例会（再開）
28日　定住自立圏構想中心市宣言（名寄市）

議会の動き
23年１月

２月

３月

１日　議会広報編集特別委員会
２日　こども館入館式
７日　中頓別小学校入学式（午前）
　　　中頓別中学校入学式（午後）

４月

４年間の働きぶりにあなたの採点は？

  （平成１９年５月～平成２３年３月） 

定例会・臨時会 各種委員会 会議名 

議員名 
出席義

務日数 

出席

日数 

出席義

務日数

出席

日数

一般

質問

回数

西 原 央 騎 ５２ ５１ １４１

本多夕紀江 ５２ ５２ １４１

東海林繁幸 ５２ ５２ １３７

村 山 義 明 ５２ ５０ １５２

星川三喜男 ５２ ５２ １５２

柳 澤 雅 宏 ５２ ５２ １５２

藤 田 首 健 ５２ ５２ １５２

石 神 忠 信 ５２ ５２ １５２

１４１

１４０

１２７

１４１

１５２

１５２

１４６

１５０

１０

１６

１６

２

１４

１５

１０

－

議員の活動実績と一般質問回数

（注１）議員名は議席番号順（７番目が副議長、末尾が議長）
（注２）各種委員会は、常任委員会、議会運営委員会、議会広報
　　　　編集特別委員会、決算審査特別委員会、予算審査特別委
　　　　員会等を指します。
（注３）一般質問は、定例会（年４回）で行われます。
（注４）一部事務組合議会議員（西原議員、東海林議員、村山議員）
　　　　の組合議会（年４回程度）、毎月実施される監査委員業
　　　　務（本多議員、東海林議員、西原議員）の日数は含まれ
　　　　ていません。

公開！
議員の
出席簿

　中頓別町議会議員会では、議員全員の総意によ
り、東北関東大震災の被災者の皆様に対し、日本
赤十字社を通じて８万円の義援金をお送りしまし
た。宗谷町村議会議長会からも９万円の見舞金が
送られました。


